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２
０
２
３
年
２
月
、
道
の
駅
は
制
度
発
足
30
年
の
節
目
を
迎
え
る
。
１
０
３
駅
の
登
録
で
ス
タ
ー

ト
し
た
が
、今
や
全
国
に
１
１
９
８
駅
を
数
え
る
ま
で
に
増
え
た
。
道
の
駅
の
進
化
は
目
覚
ま
し
い
。

始
め
は
ド
ラ
イ
ブ
の
休
憩
の
場
だ
っ
た
が
、
個
性
豊
か
な
道
の
駅
自
体
が
目
的
地
に
な
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
の
買
い
物
・
憩
い
・
交
流
な
ど
利
用
目
的
も
さ
ま
ざ
ま
に
広
が
っ
た
。

そ
も
そ
も
公
的
施
設
・
公
共
施
設
で
あ
る
た
め
地
域
振
興
の
場
と
し
て
地
方
創
生
拠
点
に
も
位
置
づ

け
ら
れ
た
。
進
化
の
象
徴
が
防
災
道
の
駅
の
制
度
化
で
あ
る
。
近
年
の
自
然
災
害
頻
発
を
受
け
、
防

災
機
能
が
期
待
さ
れ
る
ほ
ど
に
成
長
し
た
。
23
年
９
月
は
関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
に
当
た
る
。

命
を
守
る
こ
と
以
上
に
大
切
な
も
の
は
な
い
。
防
災
道
の
駅
は
一
つ
の
到
達
点
で
あ
る
。
30
年
の
歩

み
は
、
我
が
国
に
道
の
駅
と
い
う
新
た
な
文
化
を
生
み
出
し
た
の
だ
。

　
道
の
駅
の
登
録
・
案
内
制
度
は
１
９
９
３

年
２
月
23
日
の
創
設
。
各
地
の
登
録
申
請
を

受
け
て
４
月
22
日
、
１
０
３
カ
所
に
登
録
証

を
交
付
し
た
の
が
道
の
駅
の
始
ま
り
。
４
月

22
日
は
「
道
の
駅
の
日
」
に
な
っ
た
。
90
年
、

広
島
県
で
開
か
れ
た
地
域
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
、
参
加
者
の
１
人
が
「
道
路
に
も
鉄

道
駅
の
よ
う
に
ト
イ
レ
が
あ
っ
た
ら
よ
い
」

と
発
言
、
制
度
創
設
の
契
機
に
な
っ
た
。
そ

の
後
、
地
元
自
治
体
の
主
体
性
に
基
づ
き
各

地
で
道
の
駅
の
社
会
実
験
を
実
施
。
建
設
省

進
化
す
る
道
の
駅

進
化
す
る
道
の
駅

創
設
創
設
3030
年
へ
年
へ

「防災道の駅」の制度化など地域の期待を担う
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道の駅新聞「ルートプレス」は全国
の「道の駅」で配布しております。

（
現
国
土
交
通
省
）
が
「
道
の
駅
」
懇
談
会

を
設
け
、
提
言
を
受
け
て
制
度
化
し
た
。

　
以
前
は
民
間
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
は
あ
っ
た

が
公
的
施
設
は
な
か
っ
た
。
道
の
駅
の
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
地
域
と
と
も
に
つ
く
る
個

性
豊
か
な
に
ぎ
わ
い
の
場
」。
休
憩
機
能
／

情
報
発
信
機
能
／
地
域
連
携
機
能
を
要
件
と

す
る
こ
の
考
え
方
は
、
今
も
ゆ
る
ぎ
な
い
。

　
道
の
駅
は
制
度
創
設
20
年
目
の
２
０
１
３

年
、
１
０
０
０
カ
所
を
超
え
た
。
こ
の
間
が

道
の
駅
「
第
１
ス
テ
ー
ジ
」
だ
。
14
年
は
地

方
創
生
元
年
。
道
の
駅
は
地
方
創
生
拠
点
に

位
置
づ
け
ら
れ
、
地
域
活
性
化
の
推
進
役
も

担
っ
た
。「
第
２
ス
テ
ー
ジ
」
の
幕
開
け
だ
。

独
自
商
品
を
開
発
し
、
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト

も
実
施
。
立
ち
寄
り
先
か
ら
、
道
の
駅
自
体

が
目
的
地
に
な
る
ま
で
に
進
化
し
た
。

　
道
の
駅
は
15
年
、
第
７
回
日
本
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
大
賞
を
受
賞
、
16
年
に
は
（
公
社
）

発
明
協
会
が
「
戦
後
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
１
０
０
選
」
に
選
定
し
た
。

　
20
年
か
ら
「
第
３
ス
テ
ー
ジ
」。「
地
方
創

生
と
地
域
観
光
を
加
速
す
る
拠
点
」
を
目
指

す
。
東
日
本
大
震
災
で
注
目
さ
れ
た
防
災
拠

点
の
役
割
も
加
わ
り
「
防
災
道
の
駅
」
も
制

度
化
さ
れ
て
重
要
性
が
増
す
。

　
中
国
の
思
想
家
孔
子
は
「
三
十
に
し
て
立

つ
、四
十
に
し
て
惑
わ
ず
…
…
」
と
言
っ
た
。

「
立
つ
」
は
自
立
の
意
味
。
道
の
駅
も
自
立

が
課
題
だ
。
10
年
後
、
道
の
駅
の
惑
わ
ぬ
姿

が
き
っ
と
あ
る
。

大
地
震
に
伴
う
噴
火
の
恐
れ
も
あ

る
富
士
山
＝
静
岡
県
富
士
宮
市
の

道
の
駅
「
朝
霧
高
原
」
の
災
害
写

真
展
・
防
災
技
術
展
の
会
場

やんばるパイナップルの丘　安波
大江貴志駅長

　沖縄県北部のやんばる世界自然遺産エ

沖縄県国頭村安波 1089-7
県道 70 号　TEL.0980-43-5115

リアに令和4年3月、地場産業の6次化推進を目
的に新設された道の駅です。特産のパイナップル
などを生かした商品直販のほか、ブランコ付き展
望台、コワーキングスペース、グランテントゾー
ンなど滞在・研修も可能な施設となっています。

ふくしま
吉田賢司支配人

　令和4年4月にオープンした福島県

福島市大笹生月崎 1-1
県道 5号（フルーツライン）　TEL.024-572-4588

内で最も新しい、最大規模の道の駅です。旬の野
菜や豊富な果物が並ぶ直売コーナーやフードコー
ト・レストランのほか、ドッグラン、屋内こども
遊び場、レンタサイクル（電動アシスト付）など
幅広い年齢層の方々にお楽しみいただけます。

加治川
五月女奈緒美駅長

　2022年4月23日にリニューアルオー

新潟県新発田市横岡 1147
国道 7号　TEL.0254-20-7393

プンし、新たなコンセプトは「加治川ピクニッ
ク」。おしゃれなピクニックグッズや新鮮な野菜、
レストランでの食事、パン工房も併設され、ピ
クニック気分が味わえる道の駅です。駅長が元
CAということから機内食の販売もしています。
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駐車場、建物の耐震化、自家発電や貯水設備、通信
機能の整備、災害時の地元市町村と国などとの役割
分担も織り込んだＢＣＰ策定など条件整備に、国が
支援する。

【ＢＣＰ】　災害などに備え自治体や企業などが定め
ておく計画。非常時に優先して取り組むべき業務を
特定し、実施体制や手順を明示して事業を素早く立
て直し、持続させる手立てを盛り込んでいる。

【防災道の駅】　地域防災のほか広域災害発
生時は被災地支援拠点の役割も担う。広い 　

２
０
２
３
年
９
月
は
関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
。
制
度
創
設
30
年
を
迎
え
る
道
の
駅
で
注
目
さ
れ

る
の
が
昨
年
６
月
に
選
定
さ
れ
た
「
防
災
道
の
駅
」
の
役
割
だ
。
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
海
溝
型
地
震
な
ど
日
本
列
島
周
辺
は
大
規
模
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
。
大
災
害
発
生
時
に
支
援
物
資
や
救
援
部
隊
の
中
継
点
・
前
線
基
地
と
し
て
被
災
地
を
支
え
、
避
難

者
受
け
入
れ
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）
を
柱
と
す
る
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
立
な

ど
、
災
害
へ
の
備
え
が
急
が
れ
る
。

　
巨
大
地
震
に
備
え
る
実
戦
的
な

態
勢
を
築
く
に
は
、
道
の
駅
と
設

置
自
治
体
、
国
、
県
の
役
割
を
明

確
に
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
、
広

域
災
害
発
生
を
想
定
し
た
訓
練
を

し
て
、
計
画
に
命
を
吹
き
込
む
こ

と
が
大
切
。
１
２
０
０
カ
所
近
い

道
の
駅
か
ら
39
カ
所
が
防
災
道
の

駅
に
選
定
さ
れ
た
の
は
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
10
年
が
過
ぎ
た
２
０

２
１
年
６
月
。
都
道
府
県
が
作
る

防
災
計
画
な
ど
で
「
広
域
的
な
防

災
拠
点
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
点
が
特
徴
だ
。

　
被
災
地
と
被
災
者
を
救
う
に
は

い
か
に
早
く
、
途
切
れ
る
こ
と
な

く
支
援
部
隊
と
支
援
物
資
を
送
る

か
が
課
題
。東
日
本
大
震
災
で
は
、

被
災
地
か
ら
少
し
離
れ
た
道
の
駅

「
防
災
道
の
駅
」の
役
割 

再
認
識

東
北
６
県
駅
長
会
議 

３
年
ぶ
り
開
催

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
と
訓
練
が
大
切

が
ヒ
ト
と
モ
ノ
の
流
れ
を
支
え
る

役
割
を
果
た
し
た
。
代
表
例
が
岩

手
県
遠
野
市
の
道
の
駅
「
遠
野
風

の
丘
」
の
取
り
組
み
。
津
波
に
直

撃
さ
れ
た
沿
岸
道
路
の
が
れ
き
撤

去
に
向
か
う
建
設
会
社
の
ス
タ
ッ

フ
や
人
命
救
助
の
自
衛
隊
員
、
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

多
く
は
駐
車
場
や
建

物
を
待
機
場
所
に
開

放
し
た
「
遠
野
風
の

丘
」
で
、
食
糧
と
被

災
地
の
最
新
情
報
を

受
け
取
り
、
約
40
㌔

離
れ
た
沿
岸
部
を
目

指
し
た
。
防
災
道
の

駅
の
選
定
に
は
こ
う

し
た
支
援
実
績
・
教

訓
が
反
映
さ
れ
て
い

る
。

　
関
東
甲
信
地
方
で

選
ば
れ
た
６
カ
所
は

首
都
圏
を
ぐ
る
り
と

取
り
囲
む
位
置
に
あ

る
。
首
都
直
下
地
震

の
際
、
東
京
都
心
に

向
け
８
方
向
か
ら
が

れ
き
を
撤
去
し
、
救

　
東
北
６
県
の
道
の
駅
の
運
営
責

任
者
が
集
ま
り
「
防
災
」「
相
互

連
携
」「
観
光
」
な
ど
の
課
題
実

現
の
た
め
知
恵
を
絞
る「
東
北『
道

の
駅
』
連
絡
会 

駅
長
会
議
」
が

11
月
24
、
25
両
日
、
山
形
県
飯
豊

町
の
道
の
駅
「
い
い
で
」
で
３
年

助
・
救
援
部
隊
と
救
援
物
資
を
送

り
込
む
国
交
省
の「
８
方
向
作
戦
」

の
起
点
と
ほ
ぼ
重
な
る
。
防
災
道

の
駅
に
は
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く

ヒ
ト
・
モ
ノ
を
送
り
出
す
支
援
基

地
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
懸
念
さ
れ
る

四
国
で
は
、
巨
大
津
波
の
直
撃
が

ぶ
り
に
開
か
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
休
会
を
経
て
こ
ぎ
つ
け
た
開

催
。
約
40
駅
の
駅
長
は
じ
め
60
人

余
り
が
参
加
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
と
20
年
３
月
以
降
に

登
録
さ
れ
、
新
た
に
仲
間
に
加
わ

っ
た
７
カ
所
の
道
の
駅
の
紹
介
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
東
北
の
『
道
の
駅
』

と
防
災
」。
東
日
本
大
震
災
、
８

月
に
山
形
・
新
潟
に
甚
大
な
被
害

を
及
ぼ
し
た
豪
雨
災
害
、
昨
年
２

月
と
今
年
３
月
に
最
大
震
度
６
強

を
観
測
し
た
福
島
沖
地
震
に
襲
わ

れ
た
岩
手
、
山
形
、
福
島
の
道
の

駅
の
駅
長
が
、
体
験
を
交
え
て
災

害
時
の
道
の
駅
の
役
割
や
備
え
の

あ
る
べ
き
姿
を
語
り
合
っ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
津
波
の
直
撃

を
受
け
て
被
災
し
19
年
９
月
に
再

建
さ
れ
た
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の

「
高
田
松
原
」
の
熊
谷
正
文
駅
長

は
、
地
域
の
復
興
と
防
災
の
シ
ン

ボ
ル
で
拠
点
で
も
あ
る
道
の
駅
が

果
た
す
役
割
の
大
き
さ
を
指
摘
し

た
。

　
今
年
８
月
、
豪
雨
災
害
に
見
舞

わ
れ
た
山
形
県
飯
豊
町
の
道
の
駅

ことば

想
定
さ
れ
る
高
知
県
に
救
援
部
隊

と
支
援
物
資
を
瀬
戸
内
側
か
ら
送

り
こ
む
「
四
国
お
う
ぎ
（
扇
）
作

戦
」
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
も
防
災
道
の
駅
が
救
援
部
隊
や

支
援
物
資
を
送
り
込
む
中
継
拠
点

の
役
割
を
担
う
。
愛
媛
県
か
ら
の

支
援
部
隊
や
物
資
は
、
防
災
道
の

駅
「
天
空
の
郷
さ
ん
さ
ん
」
な
ど

を
経
由
し
て
、高
知
県
を
目
指
す
。

　
課
題
は
巨
大
災
害
発
生
時
に
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
稼
働
さ

せ
る
か
だ
。
防
災
備
蓄
倉
庫
、
非

常
用
電
源
、
貯
水
施
設
な
ど
ハ
ー

ド
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
、
災
害
時

の
業
務
を
事
前
に
定
め
て
お
く
Ｂ

Ｃ
Ｐ
と
、
計
画
を
確
実
に
実
行
す

る
日
ご
ろ
の
訓
練
が
重
要
。
Ｂ
Ｃ

Ｐ
に
盛
り
込
ま
れ
る
多
様
な
業
務

に
実
効
性
を
も
た
せ
る
に
は
地
元

自
治
体
、
県
、
国
と
の
緊
密
な
連

携
が
不
可
欠
だ
。
防
災
拠
点
と
し

て
の
道
の
駅
の
役
割
を
広
く
発
信

す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

　
静
岡
県
富
士
宮
市
の
防
災
道
の

駅
「
朝
霧
高
原
」
は
20
年
３
月
に

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
。
今
年
９
月
、
富

士
宮
市
と
同
市
消
防
本
部
、
国
交

省
静
岡
国
道
事
務
所
、
県
、
県
警

な
ど
と
合
同
の
大
規
模
な
防
災
訓

練
を
実
施
し
た
。
同
市
観
光
課

は
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
が
発

生
す
れ
ば
『
朝
霧
高
原
』
は
全
国

か
ら
来
る
警
察
の
活
動
拠
点
に
な

る
。
関
係
機
関
と
連
携
を
深
め
後

方
支
援
拠
点
の
役
割
を
着
実
に
整

備
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

9
月
に
実
施
さ
れ
た
防
災
訓
練
（
道
の
駅
「
朝

霧
高
原
」
で 

）

首都圏に救援部隊・支援物
資を送り込む「8 方面作戦」

瀬戸内側から救援に向か
う「四国おうぎ ( 扇 ) 作戦」

「
い
い
で
」
の
運
営
会
社
の
宇
津

木
修
常
務
は
「
館
内
に
泥
水
が
流

入
し
排
水
作
業
を
続
け
な
が
ら
、

立
ち
往
生
し
行
き
場
を
失
っ
た
ド

ラ
イ
バ
ー
や
地
域
住
民
の
避
難
受

け
入
れ
態
勢
を
整
え
た
」と
報
告
。

仙
台
か
ら
の
帰
省
中
に
豪
雨
に
遭

遇
し
避
難
し
て
き
た
幼
児
を
抱
え

た
家
族
を
施
設
２
階
に
臨
時
避
難

さ
せ
、
後
日
家
族
か
ら
感
謝
の
心

に
あ
ふ
れ
た
礼
状
が
届
き
、
大
感

激
し
た
と
述
べ
た
。

　
２
年
続
け
て
福
島
県
沖
を
震
源

と
す
る
震
度
６
強
の
地
震
に
直
撃

さ
れ
た
同
県
国
見
町
の
道
の
駅

「
国
見
あ
つ
か
し
の
郷
」。
鈴
木
亮

一
駅
長
は
、
被
災
経
験
を
そ
の
後

の
防
災
と
営
業
に
生
か
す
こ
と
の

大
切
さ
を
強
調
。
災
害
時
の
初
動

対
応
を
ス
タ
ッ
フ
間
で
確
認
し
て

い
た
こ
と
で
２
日
間
の
休
業
で
営

業
再
開
に
こ
ぎ
つ
け
た
と
い
う
。

商
品
販
売
と
地
震
対
策
の
重
要
性

を
、
と
も
に
発
信
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
訴
え
た
。

3 年ぶりに開催の東北「道の駅」駅長会議

教訓の伝承と発信を

しみず
宗浩資駅長

　霊峰高野山を源とする有田川沿い、原

和歌山県有田川町清水 607
国道 480 号　TEL.0737-25-1288

始林も残る高野龍神国定公園の景勝地にあり、広
い敷地内のスポーツ施設やレストランで楽しめま
す。お土産は生産量日本一の山椒製品、棚田百選
のお米など。来春にはグランピングがオープン、
コテージも全面改修し宿泊型道の駅になります。

種山ヶ原
紺野美奈駅長

　種山ヶ原は宮沢賢治がこよなく愛した高原

岩手県住田町世田米子飼沢 30-39
国道 397 号　 TEL.0197-38-2215

で、目の前の広大な森林公園では、「風の又三郎」など
の作品にも登場する風景を多々感じられます。物産館
で売れ筋第1位の「鶏ハラミ」は、ご自宅用・お取り
寄せのほか、キャンパーに喜ばれています。レストラ
ンでは、「鶏ハラミ」を使用したらーめんが大人気です。

高岡
森華恵駅長

　2019年にリニューアルし、敷地内に

宮崎市高岡町花見 304-5
国道 10 号　TEL.0985-82-4936

ビタミンパークを新設、ドッグランやイベントス
ペースなど多くのお客様にご利用いただいており
ます。町内牧場の牛乳を使用したオリジナルのソ
フトクリームが人気です。地元生産者の新鮮な青
果物、加工品、お土産も販売しております。
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道
の
駅
「
リ
レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ

ー
in
久
万
高
原
」
が
５
月
末
、
愛

媛
県
久
万
高
原
町
の
防
災
道
の

駅
「
天
空
の
郷
さ
ん
さ
ん
」
で
開

催
さ
れ
た
。
同
駅
は
国
道
33
号
が

通
る
自
然
豊
か
な
中
山
間
地
に
あ

り
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
で
四

国
の
沿
岸
部
が
被
災
し
た
場
合
、

主
催
：
道
の
駅
「
天
空
の
郷
さ
ん
さ
ん
」
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会

共
催
：
愛
媛
県
久
万
高
原
町

後
援
：�

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
／
国
土
地
理
院
四
国
地
方
測
量
部
／
愛
媛
県
／

　
　
　（
一
社
）
全
国
道
の
駅
連
絡
会
／
四
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会

協
賛
：（
一
社
）
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
カ
フ
ェ
／
（
一
社
）
ル
ー
ト
ス
ク
エ
ア

　
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
国
交
省
松
山

河
川
国
道
事
務
所
・
中
屋
正
浩
所

長
／
「
天
空
の
郷
さ
ん
さ
ん
」
永

井
修
一
駅
長
／
第
44
番
札
所
大
寶

寺
・
大
西
康
覚
師
／
久
万
高
原
町

危
機
管
理
室
・
片
岡
伸
也
室
長
／

（
一
社
）
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
カ
フ
ェ

・
山
崎
俊
巳
理
事
長
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
石
田
東
生
筑
波
大
学

名
誉
教
授
が
務
め
た
。

　
永
井
駅
長
が
「
天
空
の
郷
さ
ん

さ
ん
」の
防
災
設
備
に
つ
い
て「
防

被
災
地
へ
の
支
援
拠
点
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
愛
媛
大
学
防
災
情
報
研
究
セ
ン

タ
ー
の
二
神
透
准
教
授
が
基
調
講

演
。「
道
の
駅
第
３
ス
テ
ー
ジ
推

進
委
員
会
」
委
員
長
の
石
田
東
生

筑
波
大
学
名
誉
教
授
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
地
域
づ
く
り

や
危
機
管
理
の
関
係
者
や
お
遍
路

文
化
に
詳
し
い
札
所
の
関
係
者
ら

が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

参
加
。
今
後
40
年
の
発
生
確
率
が

90
％
と
も
言
わ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ

地
震
へ
の
備
え
や
防
災
道
の
駅
の

役
割
、
地
域
住
民
と
の
連
携
な
ど

を
議
論
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け

て
無
観
客
の
リ
モ
ー
ト
方
式
で
実

施
。
地
元
住
民
の
事
前
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
映
像
も
交
え
、
当
日
の
模

様
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
全
国
に
発

信
、
い
つ
で
も
視
聴
で
き
る
。

　
開
会
あ
い
さ
つ
で
河
野
忠
康
久

万
高
原
町
長
は
「
町
内
に
は
四
国

霊
場
88
カ
所
の
う
ち
44
、
45
番
札

所
が
あ
り
お
も
て
な
し
の
心
が
根

付
い
て
い
る
。
万
一
の
災
害
時
に

も
お
も
て
な
し
の
心
で
、
自
助
・

共
助
の
精
神
を
も
っ
て
住
民
や
旅

行
者
の
皆
さ
ん
を
安
全
な
場
所
に

行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
二
神
透
准
教
授
の
基
調
講
演
は

「
地
域
に
お
け
る
防
災
・
減
災
対

策
の
強
化
」
が
テ
ー
マ
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
で
太
平

洋
側
の
沿
岸
部
が
被
災
し
た
際
は

「
四
国
お
う
ぎ
（
扇
）
作
戦
」
で

瀬
戸
内
側
な
ど
か
ら
復
旧
・
支
援

部
隊
が
駆
け
つ
け
る
。
久
万
高
原

町
は
そ
の
ル
ー
ト
で
、
役
割
は
重

要
。
地
震
・
津
波
・
山
間
地
の
土

砂
崩
れ
な
ど
複
合
災
害
も
想
定
さ

れ
、
住
民
も
事
前
の
備
え
が
大

切
。
行
政
の
避
難
情
報
を
待
つ
だ

け
で
な
く
食
料
や
水
な
ど
の
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
や
、
い
つ
・
ど

こ
で
・
ど
う
動
く
か
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
作
成
し
、
ど
う
す
れ
ば
命
が

守
れ
る
か
考
え
て
お
く
こ
と
が
必

要
だ
、
と
話
し
た
。

　
リ
モ
ー
ト
登
壇
し
た
国
交
省
道

路
局
企
画
課
の
手
塚
寛
之
評
価
室

長
（
当
時
）
は
「
道
の
駅
第
３
ス

テ
ー
ジ
」
に
つ
い
て
「
道
の
駅
を

世
界
ブ
ラ
ン
ド
へ
、防
災
道
の
駅
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
活
躍
す
る
舞
台

と
な
る
地
域
セ
ン
タ
ー
に
、
と
テ

ー
マ
は
大
き
く
三
つ
あ
る
。
地
元

の
皆
さ
ん
が
多
様
な
目
的
に
使

え
、
身
近
な
拠
点
と
し
て
整
備
を

支
援
す
る
」
と
説
明
し
た
。

民
と
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を

進
め
る
」
と
話
し
た
。

　
中
屋
所
長
は
「
多
様
な
ル
ー
ト

が
つ
な
が
る
こ
と
が
重
要
で
、
四

国
全
体
を
８
の
字
に
結
ぶ
未
完
部

分
の
整
備
が
大
切
。
防
災
拠
点
と

し
て
機
能
強
化
で
き
る
よ
う
連
携

し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
大
西
氏
は
「
町
の
２
カ
所
の
霊

場
は
88
カ
所
の
真
ん
中
で
、
以
前

は
外
国
人
相
手
の
ツ
ア
ー
も
多
か

っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
減
り
復
活

に
期
待
し
た
い
。
災
害
が
収
ま
っ

た
後
の
ケ
ア
を
ど
う
す
る
か
が
課

題
」
と
問
題
提
起
し
た
。

　
山
崎
氏
は
「
問
題
は
三
つ
。
一

つ
は
外
国
人
へ
の
多
言
語
対
応
。

二
つ
目
は
高
齢
者
の
常
備
薬
問
題

だ
。
こ
れ
ら
は
ア
プ
リ
も
開
発
さ

れ
利
用
で
き
る
。
三
つ
め
は
情
報

の
伝
達
。
通
信
途
絶
の
際
の
通
信

手
段
を
ど
う
確
保
す
る
か
。
配
給

物
資
を
配
る
に
も
伝
わ
ら
な
い
と

混
乱
を
招
く
」
と
指
摘
し
た
。

　
建
設
会
社
社
長
、
婦
人
会
長
、

子
育
て
支
援
団
体
、
移
住
者
、
消

防
団
長
、
駐
在
所
の
警
官
ら
地
元

住
民
も
事
前
収
録
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
登
場
。「
少
子
高
齢
化
が
進

み
道
路
維
持
管
理
が
大
変
」「
独

居
老
人
が
多
く
安
全
な
場
所
に
連

れ
て
行
く
の
が
難
し
い
」「
車
い

す
の
人
や
乳
幼
児
の
い
る
家
庭
な

ど
日
ご
ろ
か
ら
の
顔
つ
な
ぎ
が
大

事
」
な
ど
と
話
し
た
。

　
石
田
教
授
は
「
防
災
道
の
駅
は

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
つ
く
り

上
げ
る
ス
タ
ー
ト
に
立
っ
た
ば
か

り
。
地
域
の
人
と
と
も
に
歩
む
道

の
駅
で
あ
る
た
め
に
、
日
常
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
れ
を
支

え
る
道
路
網
の
整
備
が
大
切
だ
」

と
ま
と
め
た
。

＝
写
真
は
全
て
配
信
動
画
か
ら

災
セ
ン
タ
ー
を
備
蓄
倉
庫
に
し
て

い
る
。
非
常
電
源
設
備
は
３
日
間

の
電
力
を
賄
え
８
・
４
㌧
の
給
水

タ
ン
ク
も
あ
る
。
行
政
と
連
携
し

な
が
ら
機
能
強
化
を
目
指
す
」
と

現
状
を
説
明
。

　
片
岡
室
長
は
「
山
間
地
域
の
た

め
土
砂
災
害
で
道
路
寸
断
の
恐
れ

は
あ
る
。
町
の
高
齢
化
率
は
49
・

５
％
。
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
し
て
避
難
訓
練
を
し
た
。
住

駅の役割や住民連携など議論

☆第 57回登録（令和 4年 8月 5日）道の駅＝ 4駅　　登録「道の駅」は全国で 1198 カ所に　
駅　名 所在地 路線名 特徴

いわて北三陸
（Ｒ 5 年度開業予定）

岩手県久慈市夏井町
鳥谷第７地割 3 番地２ 国道 45 号 沿岸と内陸を結ぶ交通結節点の立地を生かし「久慈広域の玄関口」として、地域振興と地域経済を活性化。室内大

型遊具設置で、地域の子育て世代に遊び場を提供し、交流を促進。

常総
　（Ｒ５年度開業予定）

茨城県常総市
むすびまち地内 国道 294 号 新たな市の玄関口となる地域振興拠点に。「アグリサイエンスバレー事業」の一環として、地域農産物の新たな販路開拓・

拡大を目指す。地域住民・道路利用者の一時避難、広域防災活動拠点として整備。

まえばし赤城
（Ｒ４年度開業予定）

群馬県前橋市田口町
36 番地

国道 17 号　　　　　　　　
上武道路

交通要衝の立地を生かし県内外各所へのハブ施設及び「赤城の玄関口」に。災害時の広域防災や受援受け入れの拠点にも。
地産品や食品廃棄量を減らす取り組みで持続可能な地域形成に寄与。

越前たけふ
（Ｒ４年度開業予定）

福井県越前市大屋町
第 38 号 5 番地の１

県道越前
たけふ駅線

北陸新幹線越前たけふ駅（Ｒ 6 年春開業予定）や国道 8 号、北陸自動車道ＩＣに隣接する立地を生かした交通結節点に。
越前がにや越前そばなど食イベントや伝統工芸品販売で地域活性化や魅力を発信。

道
の
駅
リ
レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
in
久
万
高
原

大
切
な
道
路
網
の
整
備 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

二神透愛媛大学
准教授

中屋正浩国交省松山
河川国道事務所長

山 崎 俊 巳 エ コ ロ
ジー・カフェ理事長

河野忠康久万高
原町長

永井修一「天空の
郷さんさん」駅長

石田東生筑波大
学名誉教授

手塚寛之国交省企
画課評価室前室長大寶寺大西康覚

師

片岡伸也久万高原
町危機管理室長

パネルディス
カッションの
様子

ＫＯＫＯ�くろべ
猪上洋一駅長

　令和4年4月オープンし、黒部産の

富山県黒部市堀切 925-1
国道 8号　TEL.0765-54-3266

食材を生かした商品、メニューを提供します。大
自然の恵みを受けて育ったおいしいお米、地元の
採れたて野菜や安心安全な加工品など季節の様々
な商品が並び、何度来ても楽しめます。大人気の
ふわふわドーム、展望台、名水の水辺もあります。

安達
熊本朋美駅長代理

　国道上下線ともにある全国でも珍し

福島県二本松市下川崎上平 33-1
国道 4号　TEL.0243-61-3100

い駅。1000年の歴史を持つ「上川崎和紙」伝承
施設では、紙漉き体験が出来ます。おすすめのお
土産品は郷土料理の「ざくざく」。賽の目にカッ
トされた具材を醤油ベースで煮た汁物です。ここ
でしか食べられない「コロッキュー」も好評。

なら歴史芸術文化村
三原耕治駅長

　2022年 3月に「開村」した複合型の

奈良県天理市杣之内町 437-3
国道 25 号　TEL.0743-86-4420

道の駅です。文化施設を併設し、文化財修理工房
やアートスタジオが見学できます。また、大和平
野を眺めながらのお食事や、奈良の食材・工芸品
のお買い物も楽しめます。ホテルも隣接しており、
奥深い奈良の魅力を満喫いただけます。
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「With コロナ」東北６県の道の駅フェスタ ３年ぶり開催

JR 芸備線・備後庄原駅前の備北交通本社内
に期間限定で設置した〝MaaS ステーショ
ン〟。移動に関する困りごとを何でも案内

　「
交
通
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を
担
当
し
た
。
中
国
山

地
の
ど
真
ん
中
、
広
島
県
庄
原
市
の
Ｊ
Ｒ
備
後
庄
原
駅

前
で
、
観
光
客
向
け
に
バ
ス
へ
の
乗
り
換
え
、
タ
ク
シ

ー
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
案
内
を
は
じ
め
と
し
た
「
交

通
何
で
も
相
談
窓
口
」
の
〈
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
の
担
当
だ
。
こ
の
地
域
は
２
０
１
９

年
か
ら
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
（M

obility as a Service

）
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
志
向
な
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を
検
討
す
る
に
も
、
そ
も
そ
も
の
ニ
ー
ズ
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
把
握
す
る
た
め
だ
。
ニ
ー
ズ
が
分
か

ら
な
い
と
デ
ジ
タ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
立
て
る
こ
と

も
で
き
な
い
。

18

「駅」の役割の再考

で
き
る
か
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

る
。
ま
ち
づ
く
り
や
共
創
の
ハ
ブ

の
機
能
も
持
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
視
点
か
ら
道
の
駅
を
捉
え
る

と
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
上
で

の
機
能
や
役
割
が
ま
だ
ま
だ
あ
り

そ
う
で
あ
る
。（
呉
工
業
高
等
専

門
学
校
教
授

　神
田
佑
亮
）

　
同
地
域
は
秋
の
来
訪
客
が
多
い
。
問
い
合
わ
せ
内
容

は
駅
か
ら
バ
ス
な
ど
へ
の
乗
り
継
ぎ
情
報
、
昼
食
等
の

情
報
が
ほ
と
ん
ど
だ
ろ
う
、
忙
し
い
の
は
昼
ま
で
で
、

後
は
暇
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
は

違
っ
た
。
来
訪
者
層
も
実
に
多
様
で
想
像
し
て
い
な
い

質
問
が
相
当
多
く
、
と
に
か
く
驚
い
た
。

　
行
き
先
を
特
に
決
め
ず
に
来
て
「
駅
に
く
れ
ば
何
と

か
な
る
だ
ろ
う
」と
思
っ
て
い
る
方
が
相
当
来
ら
れ
た
。

駅
と
い
う
場
所
な
の
に
車
で
来
る
人
も
多
か
っ
た
。
昼

か
ら
は
時
間
が
余
っ
た
の
で
ど
う
し
た
ら
良
い
か
と
い

う
相
談
も
多
か
っ
た
。
入
学
試
験
の
た
め
に
下
見
に
き

て
、
当
日
の
移
動
方
法
を
尋
ね
る
高
校
生
も
い
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
方
に
し
っ
か
り
と
寄
り
添
い
、
真
の
ニ
ー
ズ

を
探
り
な
が
ら
丁
寧
に
説
明
し
て
対
応
し
た
。

　
駅
は
交
通
を
結
び
つ
け
る
場
所
だ
が
、地
域
の
玄
関
、

情
報
の
ハ
ブ
で
あ
り
、
も
て
な
し
の
拠
点
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
認
識
し
た
。
来
訪
す
る
交
通
手
段
に
関
係
な

く「
駅
」に
は
こ
こ
に
行
け
ば
何
と
か
な
る
と
い
う「
信

頼
」
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
寄
り
添
っ
た
も
て
な
し
か

ら
気
づ
い
た
ニ
ー
ズ
が
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ン
バ

ー
が
一
緒
に
な
っ
て
ど
の
よ
う
な
価
値
を
地
域
で
提
供

　「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」
の
流
れ
の
中
で
道
の
駅
も
動
き
始
め
た
。
東
北

６
県
の
道
の
駅
が
一
堂
に
会
し
て
、
新
鮮
な
農
産
物
や
自
慢
の
グ
ル
メ
を

販
売
す
る
「
東
北
６
県
『
道
の
駅
』
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
タ
」
が
10
月
19
、

20
日
の
両
日
、
仙
台
市
の
勾
当
台
公
園
・
市
役
所
前
広
場
な
ど
で
３
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
た
。

　
震
災
の
復
興
支
援
へ
の
感
謝
の
思
い

と
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
―
―
。

そ
ん
な
テ
ー
マ
を
掲
げ
る
「『
道
の
駅
』

ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
タ
」
は
、
東
北
「
道

の
駅
」
連
絡
会
を
は
じ
め
東
北
６
県
の

道
の
駅
で
作
る
実
行
委
員
会
が
２
０
１

６
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
き
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で

20
、21
年
は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
今
回
は
コ
ロ
ナ
明
け
さ
な
が
ら
元
気

に
な
っ
た
東
北
を
発
信
し
よ
う
と
、
３

年
ぶ
り
の
開
催
が
実
現
。
さ
わ
や
か
な

秋
晴
れ
に
も
恵
ま
れ
、
来
場
者
は
約
４

万
人
（
主
催
者
発
表
）
と
大
賑
わ
い
だ

っ
た
。

　
東
北
６
県
か
ら
集
ま
っ
た
道
の
駅
は

27
駅
。
郷
土
の
「
お
い
し
い
、
め
ず
ら

し
い
、
す
ご
い
」
を
持
ち
寄
り
、
個
性

豊
か
な
自
慢
の
味
や
技
が
結
集
。
特
産

の
野
菜
や
果
物
な
ど
と
と
も
に
、
中
で

も
人
気
を
集
め
た
の
は
、
そ
の
場
で
出

来
立
て
が
提
供
さ
れ
る
道
の
駅
グ
ル
メ

の
数
々
だ
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
20
年
８
月
、
福
島
県
浪
江

町
に
オ
ー
プ
ン
し
、
今
回
初
参
加
の
道

の
駅
「
な
み
え
」
は
、

う
ど
ん
の
よ
う
な
極
太

麺
に
豚
バ
ラ
肉
と
も
や

し
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た

名
物
「
な
み
え
焼
き
そ

ば
」
な
ど
を
提
供
。

　
８
月
の
豪
雨
災
害
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た

山
形
県
飯
豊
町
か
ら
参

加
し
た
道
の
駅
「
い
い

で
」
は
、
名
物
の
醤
油

味
の
「
芋
煮
」
を
出
店

し
賑
わ
っ
た
。

　
訪
れ
た
人
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
味

に
舌
鼓
を
打
つ
と
と
も

に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
旅

行
気
分
を
味
わ
っ
て
い

た
。

仙
台
に
27
駅
集
合 
自
慢
の
グ
ル
メ
に
人
気

来
場
者
で
大
賑
わ
い
の
フ
ェ
ス
タ
会
場

名
物
を
買
う
人
、
食
べ
る
人
が
列
を
な
す
盛
況
ぶ
り

初出店した「なみえ」の
ブースは復興のシンボル

富士
望月伸哉企画部長

　2019 年に全面リニューアルし、見

静岡県富士市五貫島 669-1
国道 1 号　TEL.0545-63-2001

る・買う・食べるがぎゅっと詰まった道の駅で
す。静岡銘菓や地元の農産物を取り揃え、お食
事処では仕込みから調理まで店内で行うこだわ
りの定食やお蕎麦がお楽しみいただけます。ま
た IDEBOK のソフトクリームもおすすめです。

サンフラワー北竜
佐野豊駅長

　ホテル、温泉、レストラン、売店の揃っ

北海道北竜町板谷 163-2
国道 275 号　TEL.0164-34-3321

た大型道の駅です。散歩道でつながる日本最大級
のひまわり畑が目玉で、豊富なひまわりグッズが
お土産に用意されております。温泉のひまわり湯
もお肌がスベスベになると好評。特産の黒千石大
豆を使った郷土食もぜひ味わってください。

シルクのまち　かや
小池早苗店長

　米の食味ランキングで高評価を受ける町

京都府与謝野町滝 98　
国道 176 号 　TEL.0772-43-0390

のブランド米「京の豆っこ米」をはじめ、毎朝地元
農家が直接運び込む新鮮野菜。そして丹後ちりめん
産地ならではのシルク製品など魅力いっぱいの産品
を数多く揃えております。海の京都・与謝野町には
国指定の史跡も多く、歴史ロマンに彩られています。
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「第３ステージで問われる真価とは」めぐり熱い議論
加
工
＋
販
売
で
経
営
自
立

　
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ

ー
マ
は
「『
道
の
駅
』
が
地
域
を
守
る

・
変
え
る
」。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

徳
山
日
出
男
・
政
策
研
究
大
学
院
大
学

客
員
教
授
が
務
め
た
。
地
域
の
活
性
化

を
目
指
し
て
頑
張
る
道
の
駅
の
駅
長
、

設
置
自
治
体
の
首
長
ら
が
語
り
合
っ

た
。

　
強
い
甘
み
と
豊
か
な
果
汁
が
特
徴
の

ブ
ド
ウ
「
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
」
の
作
付
面

積
が
日
本
一
の
青
森
県
鶴
田
町
の
道
の

駅
「
つ
る
た
」
は
、
こ
の
ブ
ド
ウ
に
加

え
地
元
産
の
リ
ン
ゴ
、
大
豆
、
お
米
を

生
か
し
た
「
生
産
」（
１
次
産
業
）
か

ら
「
加
工
」（
２
次
産
業
）「
販
売
」（
３

次
産
業
）
ま
で
一
手
に
取
り
組
む
６
次

産
業
の
拠
点
だ
。

　
一
戸
駅
長
が
運
営
で
心
掛
け
て
い
る

と
強
調
し
た
の
が
「
話
題
性
あ
る
、
こ

こ
だ
け
の
も
の
を
作
っ
て
い
く
こ
と
」

と
「
経
営
面
で
の
自
立
」。
ス
チ
ュ
ー

ベ
ン
の
天
然
ジ
ュ
ー
ス
は
瓶
詰
で
販
売

す
る
ほ
か
冷
凍
し
て
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

に
も
年
間
を
通
し
て
活
用
し
、
道
の
駅

の
定
番
商
品
と
し
て
売
り
上
げ
ア
ッ
プ

に
貢
献
し
て
き
た
。

　
敷
地
内
の
加
工
施
設
で
は
、
減
農
薬

・
減
化
学
肥
料
で
育
て
た
米
を
使
っ
た

米
粉
パ
ン
や
発
芽
玄
米
、
地
元
産
大
豆

を
原
料
と
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
発
酵

食
品
テ
ン
ペ
、
豆
腐
、
味
噌
な
ど
を
製

　
地
域
観
光
の
活
性
化
に
よ
る
地
域
貢

献
も
「
道
の
駅
第
３
ス
テ
ー
ジ
」
の
課

題
。
福
島
県
と
の
県
境
に
あ
る
道
の
駅

「
米
沢
」
が
掲
げ
る
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

は
「
オ
ー
ル
米
沢
を
体
感
・
創
造
・
発

信
す
る
道
の
駅
」。
国
内
観
光
業
の
資

格
を
取
得
し
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
）
の
外
国
人
観
光
案
内
所
と
し
て

英
語
対
応
可
能
な
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
す

る
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
２
」
の
認
定
も
受
け

た
。
坂
川
駅
長
は
「
観
光
プ
ラ
ン
を
提

案
し
、
米
沢
に
着
地
し
て
も
ら
う
旅
行

商
品
の
企
画
・
販
売
に
取
り
組
ん
で
い

る
」
と
語
り
「
山
形
の
ゲ
ー
ト
ウ
エ
ー
」

が
役
割
と
述
べ
た
。

　
観
光
面
か
ら
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を

引
き
出
す
役
割
を
担
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光

地
域
づ
く
り
法
人
）
が
注
目
さ
れ
る
な

か
、
秋
田
県
鹿
角
市
の
道
の
駅
「
か
づ

の 

あ
ん
と
ら
あ
」
は
21
年
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

推
進
室
を
設
立
。
地
元
の
中
学
生
に
地

域
の
魅
力
を
英
語
で
発
信
し
て
も
ら
う

事
業
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ

ン
観
光
事
業
「
お
う
ち
で
鹿
角
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
な

ど
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
も
に
ら
ん
だ
地

元
の
魅
力
発
信
に
力
を
注
い
で
き
た
。

そ
の
歩
み
を
踏
ま
え
同
推
進
室
の
阿
部

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
地
域
の
観
光
を
牽

引
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。

造
、
で
き
た
て
を
販
売
し
て
観
光
客
や

地
元
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
。「
経
営
の

自
立
」
を
目
指
し
て
事
業
の
多
角
化
に

力
を
注
い
で
き
た
。
一
戸
駅
長
は
「
コ

ロ
ナ
禍
で
（
利
益
を
）
少
し
吐
き
出
し

た
が
、
助
成
金
だ
け
に
頼
ら
ず
、
経
営

面
で
の
自
立
が
肝
心
」
と
、
今
後
の
道

の
駅
が
進
む
べ
き
方
向
性
を
示
し
た
。

第
10
回
「
道
の
駅
」
シ
ン
ポ
in
飯
豊

高
ま
る
観
光
発
信
力

【パネリスト】青森県鶴田町・道の駅「つるた」一戸明彦
駅長／秋田県鹿角市・道の駅「かづの あんとらあ」DMO
推進室インバウンドツーリズムマネージャー阿部希美氏／
山形県米沢市・道の駅「米沢」坂川好則駅長／伊藤康志・
宮城県大崎市長／菅野大志・山形県西川町長

【コーディネーター】徳山日出男・政策研究大学院大学客
員教授 （「道の駅」第 3 ステージ推進委員）

　
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
、
山
形
県
飯
豊
町
な
ど
で
構
成
す
る
実
行

委
員
会
が
主
催
す
る
第
10
回
「
道
の
駅
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
飯い
い

豊で

」
が
10

月
21
日
、山
形
県
飯
豊
町
の
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ
～
す
」
で
開
か
れ
た
。

「
道
の
駅
」
の
地
域
拠
点
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る
催
し
で
、
テ
ー

マ
は
「
道
の
駅
『
第
３
ス
テ
ー
ジ
』
で
問
わ
れ
る
真
価
と
は
」。
全
国
１
１

９
８
カ
所
（
２
０
２
２
年
８
月
現
在
）
に
増
え
た
道
の
駅
を
「
地
方
創
生
・

観
光
を
加
速
す
る
拠
点
」
と
し
て
、
ど
う
進
化
さ
せ
て
い
く
か
を
巡
り
、
パ

ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
熱
い
論
議
が
交
わ
さ
れ
た
。

山
形
県
飯
豊
町
で
開
か
れ
た
「
道
の
駅
」
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

多
様
な
取
り
組
み
国
も
支
援

　
設
置
自
治
体
を
代
表
し
て
登
壇
し
た

大
崎
市
の
伊
藤
市
長
は
「
あ
・
ら
・
伊

達
な
道
の
駅
」
な
ど
市
内
３
カ
所
の
道

の
駅
の
努
力
ポ
イ
ン
ト
を
①
清
潔
な
道

の
駅
②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し

た
情
報
発
信
③
損
し
て
得
す
る
経
営
―

―
と
紹
介
。西
川
町
の
菅
野
町
長
は「
町

長
が
道
の
駅
の
ト
ッ
プ
を
兼
ね
る
こ
と

で
町
と
道
の
駅
が
共
通
の
目
標
実
現
に

向
け
て
二
人
三
脚
で
邁
進
で
き
る
」と
、

地
方
創
生
に
果
た
す
道
の
駅
の
役
割
の

大
切
さ
を
強
調
し
た
。

　
直
売
所
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
や
子

育
て
応
援
施
設
整
備
、
防
災
道
の
駅
の

指
定
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
続
計
画
）
策
定

な
ど
「
地
方
創
生
・
観
光
を
加
速
す
る

拠
点
」
と
し
て
の
道
の
駅
の
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
の
た
め
、
国
土
交
通
省
も
支
援
に

乗
り
出
し
て
い
る
。

　
論
議
に
加
わ
っ
た
国
交
省
道
路
局
企

画
課
評
価
室
の
井
上
圭
介
室
長
は
「
観

光
に
よ
る
交
流
人
口
を
、
地
域
で
さ
ま

ざ
ま
な
役
割
を
果
た
し
て
も
ら
え
る
関

係
人
口
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
の

活
力
に
つ
な
が
る
の
で
は
」と
話
し「
各

地
に
多
様
な
取
り
組
み
が
あ
る
。
い
い

と
こ
ろ
は
ど
ん
ど
ん
発
信
し
、
お
互
い

の
い
い
と
こ
取
り
で
事
業
を
進
め
て
い

た
だ
け
れ
ば
」
と
期
待
を
語
っ
た
。

やたて峠
村田明駅長

　周囲を秋田杉に囲まれた峠の道の駅。

秋田県大館市長走陣場 311
国道 7 号　TEL.0186-51-2311

宿泊施設の大館矢立ハイツが中心施設で、杉木立
を眺めながら自慢の源泉かけ流し温泉を満喫でき
ます。また、見晴らし抜群のレストランでは一押
しの鶏飯「峠のわっぱめし」や、比内鶏、秋田米、
舞茸のきりたんぽ鍋など郷土料理が味わえます。

あがの
坂井文駅長

　2022 年 10 月にグランドオープンし「食

新潟県阿賀野市窪川原 553-2
国道 49 号阿賀野バイパス　TEL.0250-25-7011

べることは、生きること」がコンセプト。新鮮な
地場野菜や当駅オリジナル商品のお煎餅、菓子、
地元コシヒカリのおにぎり定食、地場野菜かき揚
げ天そばなど、地域の「おいしい」を取り揃えて
おります。お子様が喜ぶ大型遊具もどうぞ。

くるくる なると
廣中将太駅長

　2022 年 4 月にオープン。交通結節点

徳島県鳴門市大津町備前島蟹田の越 338-1
国道 11 号　TEL. 088-685-9696

の好立地を生かした「食のテーマパーク」として
鳴門・徳島をはじめ四国、日本全国のおいしいも
のを集めました！ 鳴門金時を使用した「おいも
あんぱん」が名物。その他にもここだけのオリジ
ナル商品やグルメを多数ご用意しています。
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今
日
で
は
セ
ン
メ
ル
ヴ
ェ
イ
ス

氏
は
消
毒
法
の
父
、
感
染
症
予
防

の
父
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
名
声
を

得
て
い
る
が
、
生
き
て
い
る
間
は

専
門
家
か
ら
は
ま
っ
た
く
評
価
さ

れ
ず
、
専
門
家
と
の
争
い
の
中
で

傷
を
負
い
、
そ
の
傷
が
も
と
で
亡

く
な
っ
た
。

　
セ
ン
メ
ル
ヴ
ェ
イ
ス
氏
が
い
な

く
な
る
と
死
亡
率
は
ま
た
元
に
戻

っ
た
。
し
か
し
、
も
と
も
と
彼
の

方
法
論
自
体
を
認
め
て
い
な
か
っ

た
医
師
た
ち
は
、
手
洗
い
を
復
活

さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

天
動
説
・
地
動
説
と

　
　

セ
ン
メ
ル
ヴ
ェ
イ
ス
反
射

　
強
固
な
既
成
概
念
を
覆
す
こ
と

は
極
め
て
困
難
な
こ
と
が
多
く
、

ど
の
世
界
に
お
い
て
も
、
反
射
的

に
拒
絶
反
応
を
示
す
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
今
日
セ
ン
メ
ル
ヴ
ェ

イ
ス
反
射
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
こ
の
話
で
怖
い
の
は
、
従
来
良

し
と
さ
れ
て
き
た
も
の
の
考
え
方

を
覆
す
よ
う
な
考
え
方
が
出
て
き

セ
ン
メ
ル
ヴ
ェ
イ
ス
氏
と

産
褥
熱

　
セ
ン
メ
ル
ヴ
ェ
イ
ス
・
イ
グ
ナ

ー
ツ
・
フ
ュ
レ
プ
氏
は
ハ
ン
ガ
リ

ー
生
ま
れ
で
、
ウ
ィ
ー
ン
の
病
院

で
産
科
の
医
者
と
し
て
働
い
て
い

た
人
で
あ
る
。
彼
は
１
８
５
０
年

頃
に
ウ
ィ
ー
ン
の
総
合
病
院
で
産

科
の
助
手
に
な
り
、
そ
こ
で
は
妊

産
婦
の
13
％
余
り
が
産
褥
熱
で
死

亡
し
て
い
た
事
実
を
知
っ
た
。
セ

ン
メ
ル
ヴ
ェ
イ
ス
氏
が
勤
め
て
い

た
病
院
に
は
産
科
が
二
つ
あ
り
、

第
一
産
科
の
死
亡
率
が
第
二
産
科

よ
り
は
る
か
に
高
か
っ
た
。

　
第
一
産
科
は
医
者
や
医
学
生
が

担
当
し
、
第
二
産
科
は
助
産
婦
が

預
か
っ
て
い
た
。
彼
は
な
ぜ
第
一

産
科
の
死
亡
率
が
高
い
の
か
を
い

ろ
い
ろ
研
究
す
る
う
ち
に
、
第
一

産
科
の
医
者
は
解
剖
な
ど
を
行
っ

た
後
に
出
産
に
立
ち
会
う
こ
と
が

多
く
、
そ
の
際
に
感
染
症
の
菌
を

妊
産
婦
に
持
ち
込
ん
で
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
。

感
染
症
予
防
の
父
の
悲
劇

　
セ
ン
メ
ル
ヴ
ェ
イ
ス
氏
は
直
ち

に
、
手
洗
い
に
関
す
る
厳
格
な
規

制
を
導
入
し
、
今
日
で
い
う
カ
ル

キ
の
入
っ
た
水
溶
液
で
両
手
を
消

毒
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
。
す

る
と
何
と
18
％
程
度
だ
っ
た
死
亡

率
が
０
・
２
％
に
ま
で
激
減
す
る

と
い
う
大
き
な
効
果
を
生
み
出
し

た
。
し
か
し
こ
の
発
見
は
、
産
褥

熱
に
関
す
る
専
門
の
医
者
、
ベ
テ

ラ
ン
の
医
者
連
中
の
考
え
方
を
真

っ
向
か
ら
否
定
す
る
も
の
だ
っ
た

た
め
、
セ
ン
メ
ル
ヴ
ェ
イ
ス
氏
の

職
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
国
土
学
」
が
解
き
明
か
す
日
本
の
再
興
③

列島保全への課題経済学のセンメルヴェイス反射

　「
国
土
に
働
き
か
け
な
け
れ
ば
、
国
土
か
ら
の
恩
恵
は
得
ら
れ
な

い
」
と
国
土
学
を
提
唱
す
る
著
者
が
、
日
本
国
土
の
自
然
・
地
理
的

条
件
や
、
日
本
人
特
有
の
歴
史
観
・
死
生
観
を
、
諸
外
国
と
比
較
し

セ
ン
メ
ル
ヴ
ェ
イ
ス
反
射

状
態
の
日
本
経
済
学

　
現
在
の
わ
が
国
の
主
流
派
経

済
学
は
財
政
危
機
を
あ
お
り
続

け
、
財
政
破
綻
の
危
険
が
あ
る
と

し
て
、
財
政
出
動
を
厳
し
く
制
限

す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
を
繰
り
返

し
て
き
た
。
東
日
本
大
震
災
の
際

に
は
地
震
発
生
か
ら
わ
ず
か
２
カ

月
後
、
現
地
は
ま
だ
大
勢
の
行
方

不
明
者
を
捜
索
中
で
、
当
時
も
デ

フ
レ
経
済
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
国
民
か
ら
お
金
を
収
奪
す
る

こ
と
に
な
る
増
税
を
主
張
し
て
、

結
局
そ
れ
が
通
っ
て
し
ま
っ
た
。

日
本
は
財
政
危
機
宣
言
以
降
の
こ

の
25
年
間
、
財
政
破
綻
の
恐
れ
の

前
に
た
だ
た
だ
恐
れ
お
の
の
い
て

世
界
の
趨
勢
か
ら
大
き
く
切
り
離

さ
れ
て
行
っ
た
が
、
そ
れ
を
象
徴

す
る
政
策
だ
っ
た
。

　
今
、
日
本
を
席
巻
し
て
い
る
経

済
学
は
「
セ
ン
メ
ル
ヴ
ェ
イ
ス
反

射
」
状
態
で
は
な
い
の
か
。
長
く

日
本
を
引
っ
張
っ
て
き
た
主
流
派

経
済
学
「
新
自
由
主
義
経
済
学
」

は
、
政
府
は
小
さ
け
れ
ば
小
さ
い

た
時
、
世
の
中
が
起
こ
す
拒
否
的

な
反
応
だ
。
天
動
説
と
地
動
説
も

そ
う
だ
っ
た
。
地
球
は
宇
宙
の
中

心
に
あ
っ
て
静
止
し
、
す
べ
て
の

天
体
が
地
球
の
周
り
を
公
転
し
て

い
る
と
い
う
天
動
説
に
対
し
、
カ

ト
リ
ッ
ク
司
祭
だ
っ
た
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
が
異
を
唱
え
、
天
動
説
で
は

天
体
の
動
き
を
正
し
く
解
釈
で
き

な
い
と
し
て
地
動
説
を
主
張
し

た
。
そ
の
後
、
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ

レ
イ
を
は
じ
め
多
く
の
学
者
が
地

動
説
を
主
張
し
た
が
、
多
く
が
裁

判
に
か
け
ら
れ
、
軟
禁
生
活
な
ど

を
強
い
ら
れ
た
。

国民を豊かにする政治を

「
国
土
学
」
が
解
き
明
か
す
日
本
の
再
興
大
石
久
和
著

な
が
ら
多
角
的
に
分
析
し
、
日

本
国
家
に
も
っ
と
も
適
し
た
国

づ
く
り
の
方
針
を
導
き
出
し
ま

す
。

発
行
：
海
竜
社

定
価
：
１
７
０
０
円
＋
税

ほ
ど
い
い
、
自
由
化
や
民
営
化
は

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
い
い
、
規
制
は

で
き
る
だ
け
緩
和
す
れ
ば
い
い
、

と
の
考
え
方
で
、
よ
り
小
さ
な
政

府
を
目
指
し
て
き
た
。

財
政
再
建
至
上
主
義
の
日
本

　
そ
の
結
果
、
わ
が
国
は
経
済
が

成
長
し
な
か
っ
た
た
め
に
税
収
が

伸
び
ず
、
財
政
が
非
常
に
厳
し
い

状
態
が
続
い
て
き
た
。
こ
の
22
年

間
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
示
し
た
国
連

の
資
料
を
見
る
と
、
世
界
中
の
す

べ
て
の
国
の
中
で
、
内
戦
に
明
け

暮
れ
る
リ
ビ
ア
と
日
本
だ
け
が
マ

イ
ナ
ス
だ
っ
た
国
と
さ
れ
る
。
世

い
財
政
管
理
の
手
法
を
用
い
て
、

と
に
か
く
財
政
が
赤
字
で
な
け
れ

ば
い
い
と
い
う
政
策
を
取
り
続
け

て
き
た
。

　
そ
れ
が
日
本
の
停
滞
、
下
落
に

直
結
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ

に
代
わ
る
学
説
が
な
か
な
か
生
ま

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
国
民
を
豊
か

に
で
き
な
い
経
済
学
な
ど
そ
も
そ

も
間
違
っ
て
い
る
の
だ
。

国
民
を
豊
か
に
す
る
政
治
を

　
小
さ
な
政
府
を
目
指
し
、
規
制

を
緩
和
し
、
自
由
化
や
民
営
化
を

進
め
た
「
新
自
由
主
義
経
済
学
」

は
、
既
に
破
綻
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
経
済
学
者
ら
は
そ
れ

を
認
め
な
い
。

　
し
か
し
、
そ
の
当
然
の
結
果
と

し
て
国
民
の
貧
困
化
や
労
働
者
の

非
正
規
雇
用
化
が
進
み
、
結
婚
で

き
な
い
所
得
層
が
生
ま
れ
、
子
供

の
数
が
減
っ
て
、
生
活
保
護
が
急

増
し
、
働
か
ざ
る
を
得
な
い
主
婦

が
増
え
て
い
る
。

　
財
政
危
機
宣
言
が
出
さ
れ
た
１

９
９
５
年
以
降
、
日
本
人
の
賃

金
・
給
与
は
ほ
と
ん
ど
伸
び
て
い

な
い
が
、
こ
れ
は
先
進
国
で
唯
一

の
現
象
だ
。
わ
が
国
の
今
の
状
況

は
、
政
治
が
本
来
目
指
す
べ
き
方

向
「
国
民
を
豊
か
に
す
る
こ
と
」

で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

界
中
の
国
々
の

中
で
、
22
年
間

も
経
済
成
長
し

な
か
っ
た
２
カ

国
の
一
つ
が
日

本
だ
と
い
う
の

だ
。

　「
財
政
再
建

至
上
主
義
」
と

い
う
考
え
方
で

主
導
さ
れ
て
き

た
わ
が
国
政
府

は
、
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス

な
ど
と
い
う
世

界
の
ど
の
国
も

採
用
し
て
い
な

世界各国の成長率ランキング
（1995 〜 2017 までの

22 年間の名目 GDP 成長率）

実質賃金の推移
（1990 年を 100 とした相対値）

不知火
福島賢一郎支配人

　不知火海に面し、「ロマンの火とフ

熊本県宇城市不知火町永尾 1910-1
国道 266 号　TEL.0964-42-3730

ルーツの里」として有名な地です。新鮮な魚介類
や強い甘みとほのかな酸味の微妙なバランスのデ
コポンなどかんきつ類を販売する物産館、海の幸
たっぷりメニューのレストラン、デコポンソフト
クリーム等おいしさ満載の人気スポットです。

白馬
吉川健一郎支配人

　北アルプスの真下、自然の恵みを受

長野県白馬村神城 21462-1
国道 148 号　 TEL.0261-75-3880

けた「白馬ブランド」を通して白馬の魅力をやさ
しく、楽しくお伝えしています。雄大な自然を愛
し白馬を愛してくださるお客様と地域をつなぎ、
生産者様に寄り添う事も心がけており、山小屋の
ようにアットホームな、他にない施設です。

あさご
羽渕敏明駅長

　全国で最初に登録された老舗の道の

兵庫県朝来市多々良木 213-1
国道 312 号　TEL.079-678-0808

駅。冬季限定ですが、岩津ねぎが最大の特産品で、
全国発送も伺っております。地元で捕れた鹿肉
を使った焼肉定食も人気の一品です。〝天空の城〟
竹田城跡を中心にサイクリングロードが整備さ
れ、道の駅を拠点とする改修も進めています。

2022 年（令和４年）12 月 第 62 号7

　
皆
さ
ん
は
小
学
校
時
代
、
郷
土

の
歴
史
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
か
。
そ
の
時
、
地

域
の
発
展
に
尽
く
し
た
先
人
が
、

ど
の
よ
う
な
苦
心
や
努
力
を
し
て

当
時
の
生
活
の
向
上
に
貢
献
し
て

く
れ
た
と
学
ん
だ
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
郷
土
学
習
に
つ
い
て
の

お
話
し
で
す
。

未
来
へ
の
架
け
橋

　｢

橋
を
架
け
る
。
熊
本
の
白
糸

台
地
は
江
戸
時
代
、
水
に
乏
し
い

不
毛
の
大
地
で
し
た
。
こ
の
困
難

の
中
に
布
田
保
之
助
は
希
望
を
見

出
し
ま
し
た
。
水
路
橋
を
架
け
、

山
か
ら
水
を
引
く
。
高
さ
20
㍍
も

の
石
橋
は
当
時
存
在
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
30
億
円
を
超
え
る
費
用
を

捻
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高

い
水
圧
、
大
雨
、
想
定
外
の
事
態

に
何
度
も
失
敗
し
ま
し
た｣

　「
そ
れ
で
も
保
之
助
は
決
し
て

諦
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
30
年
以
上

に
わ
た
る
挑
戦
の
末
に『
通
潤
橋
』

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
熊
本
地
震

で
一
部
損
壊
し
た
も
の
の
今
で
も

現
役
。
１
５
０
年
に
わ
た
り
白
糸

台
地
を
潤
し
豊
か
な
実
り
を
も
た

ら
し
て
き
た
。
ま
さ
に
『
未
来
へ

の
架
け
橋
』
と
な
り
ま
し
た
」

　
こ
れ
は
２
０
１
６
年
９
月
26
日

招
集
の
第
１
９
２
回
国
会
冒
頭
で

の
安
倍
首
相
（
当
時
）
の
所
信
表

明
演
説
の
一
部
で
す
。
演
説
は
熊

本
県
山
都
町
の
白
糸
台
地
に
布
田

保
之
助
ら
に
よ
っ
て
架
け
ら
れ
た

石
橋
「
通
潤
橋
」
の
物
語
で
締
め

く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
国
会

で
は
大
規
模
な
平
成
28
年
度
第
２

次
補
正
予
算
が
成
立
、
熊
本
地
震

災
害
復
旧
・
復
興
関
係
予
算
も
大

幅
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

小
学
４
年
生
社
会
科
の	

郷
土
学
習

　「
地
域
の
発
展
に
尽
く
し
た
先

人
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
心
や
努
力

に
よ
り
当
時
の
生
活
の
向
上
に
貢

献
し
た
こ
と
を
学
ぶ
」
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
戦
後
の
小
学
校
の
学

習
指
導
要
領
が
一
貫
し
て
、
児
童

の
発
達
段
階
（
学
習
能
力
）
が
高

ま
っ
た
小
学
４
年
生
の
社
会
科
で

義
務
付
け
て
き
た
も
の
で
す
。

　
現
行
の
学
習
指
導
要
領
・
同
解

説
に
よ
る
と
「
例
え
ば
用
水
路
の

開
削
や
堤
防
の
改
修
、
砂
防
ダ
ム

の
建
設
、
農
地
の
開
拓
な
ど
を
行

っ
て
地
域
を
興
し
た
人
、
藩
校
や

私
塾
な
ど
を
設
け
て
地
域
の
教
育

を
発
展
さ
せ
た
人
、
新
し
い
医
療

技
術
等
を
開
発
し
た
り
病
院
を
設

立
し
た
り
し
て
医
学
の
進
歩
に
貢

献
し
た
人
、
新
聞
社
を
興
す
な
ど

文
化
を
広
め
た
人
、
地
域
の
農
業

・
漁
業
・
工
業
な
ど
産
業
の
発
展

に
尽
く
し
た
人
な
ど
『
開
発
、
教

育
、
医
療
、
文
化
、
産
業
な
ど
』

の
面
で
地
域
の
発
展
や
技
術
の
開

発
に
尽
く
し
た
先
人
の
具
体
的
事

例
の
中
か
ら
一
つ
を
選
択
し
て
取

り
上
げ
る
」
と
あ
り
ま
す
。

　
発
行
さ
れ
て
い
る
東
京
書
籍
／

教
育
出
版
／
日
本
文
教
出
版
の
三

つ
の
教
科
書
は
い
ず
れ
も「
開
発
」

の
面
で
地
域
の
発
展
に
尽
く
し
た

先
人
の
苦
労
や
功
績
を
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。

通
潤
橋
／
見
沼
代
用
水
／	

那
須
疎
水

　
東
京
書
籍
は
「
通
潤
橋
」
を
学

習
素
材
と
し
て
取
り
上
げ
『
谷
に

囲
ま
れ
た
台
地
に
水
を
引
く
』
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
18
頁
を
割
い
て

い
ま
す
。
教
科
書
は
、
熊
本
地
震

か
ら
の
復
旧
も
進
み
今
は
熊
本
県

を
代
表
す
る
観
光
資
源
と
し
て
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

現
在
も
保
之
助
の
誕
生
日
と
命
日

に
は
毎
年
例
祭
が
行
わ
れ
て
い
る

な
ど
、
通
潤
橋
が
地
域
住
民
の
宝

に
な
っ
て
い
る
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
教
育
出
版
の
教
科
書
は
井
沢
弥

惣
兵
衛
為
永
が
新
田
開
発
の
た
め

に
武
蔵
国
に
普
請
し
た
灌
漑
農
業

用
水
「
見
沼
代
用
水
」
を
、
日
本

文
教
出
版
の
教
科
書
は
栃
木
県
北

部
の
那
須
野
が
原
に
飲
料
・
農
業

用
水
を
供
給
す
る
用
水
路
で
、
矢

板
武
や
印
南
丈
作
ら
の
尽
力
に
よ

り
整
備
さ
れ
た
「
那
須
疎
水
」
を

採
録
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
教
科

書
も
十
分
な
ペ
ー
ジ
を
割
い
て

「
地
域
の
発
展
に
尽
く
し
た
先
人

が
さ
ま
ざ
ま
な
苦
心
や
努
力
に
よ

り
当
時
の
生
活
の
向
上
に
貢
献
し

た
こ
と
」
を
教
え
て
い
ま
す
。

安
倍
元
首
相	

	
	

国
会
演
説
の
結
び

　
安
倍
元
首
相
の
所
信
表
明
演
説

は
、
次
の
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ

て
い
ま
す
。

　「
少
子
高
齢
化
、
不
透
明
感
を

増
す
世
界
経
済
、
複
雑
化
す
る
国

際
情
勢
、
厳
し
い
安
保
環
境
。
我

が
国
は
今
も
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
悲
観
す
る

こ
と
で
も
、評
論
す
る
こ
と
で
も
、

ま
し
て
や
批
判
に
明
け
暮
れ
る
こ

と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
建
設
的
な

議
論
を
行
い
、
先
送
り
す
る
こ
と

な
く
『
結
果
』
を
出
す
。
私
た
ち

は
国
民
の
代
表
と
し
て
そ
の
負
託

に
し
っ
か
り
応
え
て
い
こ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。（
中
略
）
決
し

て
思
考
停
止
に
陥
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
、

共
に
『
未
来
』
へ
の
橋
を
架
け
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

イ
ン
フ
ラ
／
教
育
／	

	

民
主
主
義
は
「
幸
福
の
基
盤
」

　
現
在
私
た
ち
が
享
受
し
て
い
る

シリーズ「国土教育」 布田保之助と通潤橋の物語

郷土のインフラ作り 先人の功績を学ぶ

安
全
で
快
適
な
生
活
は
、
先
人
た

ち
が
森
林
や
田
畑
、
鉄
道
や
道
路

・
橋
を
整
備
し
、
川
を
治
め
、
水

資
源
を
開
発
す
る
な
ど
、
絶
え
間

な
く
国
土
に
働
き
か
け
続
け
る
こ

と
に
よ
り
、
国
土
か
ら
恵
み
を
返

し
て
も
ら
っ
て
き
た
歴
史
の
賜
物

で
す
。
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の

世
代
も
国
土
に
対
し
て
働
き
か
け

を
続
け
、
将
来
世
代
に
よ
り
良
い

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
（
社

会
基
盤
）
を
引
き
継
い
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
正
確
な
知
識
や
道
徳
と
い
う
共

通
基
盤
が
な
け
れ
ば
、
正
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
共
同
生
活

を
営
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、

個
人
の
持
つ
能
力
を
引
き
出
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
・
経
済
を
維

持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。「
布
田
保
之
助
と
通

潤
橋
の
物
語
」
は
、
戦
前

は
修
身
、
戦
後
は
国
語
・

社
会
・
道
徳
の
教
科
書
に

幾
度
も
採
録
さ
れ
て
き
た

伝
記
で
あ
り
、
児
童
・
生

徒
に
生
き
方
の
一
つ
の
規

範
を
示
す
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。

　
イ
ン
フ
ラ
／
教
育
／
民

主
主
義
は
、
国
を
豊
か
に

す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ

に
住
む
人
々
に
基
本
的
な

健
康
や
安
全
を
提
供
し
、

機
会
や
希
望
や
尊
厳
を
与

え
る
「
幸
福
の
基
盤
」
な

の
で
す
。

（
国
土
学
ア
ナ
リ
ス
ト

	

　森
田
康
夫
）

い
財
政
管
理
の
手
法
を
用
い
て
、

と
に
か
く
財
政
が
赤
字
で
な
け
れ

ば
い
い
と
い
う
政
策
を
取
り
続
け

て
き
た
。

　
そ
れ
が
日
本
の
停
滞
、
下
落
に

直
結
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ

に
代
わ
る
学
説
が
な
か
な
か
生
ま

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
国
民
を
豊
か

に
で
き
な
い
経
済
学
な
ど
そ
も
そ

も
間
違
っ
て
い
る
の
だ
。

国
民
を
豊
か
に
す
る
政
治
を

　
小
さ
な
政
府
を
目
指
し
、
規
制

を
緩
和
し
、
自
由
化
や
民
営
化
を

進
め
た
「
新
自
由
主
義
経
済
学
」

は
、
既
に
破
綻
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
経
済
学
者
ら
は
そ
れ

を
認
め
な
い
。

　
し
か
し
、
そ
の
当
然
の
結
果
と

し
て
国
民
の
貧
困
化
や
労
働
者
の

非
正
規
雇
用
化
が
進
み
、
結
婚
で

き
な
い
所
得
層
が
生
ま
れ
、
子
供

の
数
が
減
っ
て
、
生
活
保
護
が
急

増
し
、
働
か
ざ
る
を
得
な
い
主
婦

が
増
え
て
い
る
。

　
財
政
危
機
宣
言
が
出
さ
れ
た
１

９
９
５
年
以
降
、
日
本
人
の
賃

金
・
給
与
は
ほ
と
ん
ど
伸
び
て
い

な
い
が
、
こ
れ
は
先
進
国
で
唯
一

の
現
象
だ
。
わ
が
国
の
今
の
状
況

は
、
政
治
が
本
来
目
指
す
べ
き
方

向
「
国
民
を
豊
か
に
す
る
こ
と
」

で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

通
潤
橋
（
熊
本
県
山
都
町
）

布田保之助の墓（熊本県熊本市）

くつき新本陣
清水勝徳駅長

　若狭から京都へ塩鯖を運んだ鯖街道

滋賀県高島市朽木市場 777
国道 367 号　TEL.0740-38-2398

沿いの道の駅で、鯖寿司や鯖の熟れ寿司とともに
独特な苦味が癖になる栃餅が特産品です。タラの
芽などの山菜をはじめ、四季折々の旬の食材を販
売しており、特に恒例の日曜朝市には県内外から
多くのお客様にお越しいただいています。

竹田
堀哲郎店長

　自然豊かな山々に囲まれ、一日に数

大分県竹田市米納 663-1
国道 442 号　TEL.0974-66-3553

万㌧を超える湧水があふれだす「名水の里 竹田
市」は、県内有数の農業産地です。道の駅竹田に
は地元の新鮮野菜や農産加工品が揃った直売所、
野菜たっぷりメニューのレストランがあり、1 月
から 5 月までは、いちご狩りも楽しめます。

川口・あんぎょう
小林一駅長

　｢花と緑｣をテーマとした道の駅です。

埼玉県川口市大字安行領家 844-2
国道 298 号　048-296-4021

通年、緑花に関するイベントを開催し、緑に触
れる機会を提供しています。館内には、園芸売店、
屋上庭園、レストラン、和菓子売店などがあり、
名物の樹里安アイスは、川口産の原料を使用し
た３種類のオリジナルアイスで好評です。
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写
真
展
は
大
規
模
災
害
時
に
支

援
活
動
の
拠
点
と
な
る
富
士
宮
市

の
防
災
道
の
駅
「
朝
霧
高
原
」
の

多
目
的
広
場
に
、
防
災
テ
ン
ト
２

　
大
災
害
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
で
と
９
～
10
月
に
か
け
て
１
カ
月
間
、国
土
交
通
省
は
「
防
災
道
の
駅
」

に
選
定
さ
れ
た
静
岡
県
富
士
宮
市
の
道
の
駅
「
朝
霧
高
原
」
で
「
大
規
模
災
害
の
写
真
展
」
を
開
催
し

た
。
市
民
に
災
害
に
備
え
る
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
災
害
記
録
の
継
承
が
目
的
。
国
交
省
静
岡
国
道
事

務
所
が
９
月
16
日
に
富
士
宮
市
民
文
化
会
館
で
開
い
た
「
道
の
駅
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
と
連
動
し
た
企
画

で
、東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
の
記
録
写
真
と
大
震
災
の
被
災
遺
物
を
展
示
。期
間
中
、（
一

社
）
ル
ー
ト
ス
ク
エ
ア
が
、
災
害
時
に
役
立
つ
設
備
な
ど
を
展
示
す
る
「
防
災
技
術
展
」
も
同
時
開
催

し
、
防
災
道
の
駅
の
あ
る
べ
き
姿
の
一
端
を
示
し
た
。

大災害の教訓を忘れないで「防災道の駅」選定の「朝霧高原」で写真展

ルートスクエア……災害時に役立つ設備などを展示する「防災技術展」も同時開催

棟
の
ほ
か
実
際
の
災
害
で
活
用
さ

れ
た
可
動
式
の
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス

３
棟
を
Ｌ
字
型
に
連
結
し
て
設

置
、
展
示
会
場
と
し
た
。

　
防
災
テ
ン
ト
１
棟
に
、
東
日
本

大
震
災
の
津
波
を
受
け
て
折
れ
曲

が
っ
た
道
路
標
識
や
、
小
学
校
の

壊
れ
た
時
計
な
ど
災
害
の
激
し
さ

や
脅
威
を
伝
え
る
「
被
災
遺
物
」

を
展
示
し
た
。
他
の
テ
ン
ト
に
は

写
真
集
「
災
害
列
島
・
日
本
～
49

人
の
写
真
家
が
伝
え
る
〝
地
球
異

変
〟
の
記
録
」
か
ら
、
壊
滅
し
た

漁
業
の
町
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
市

街
地
ま
で
流
さ
れ
た
大
型
漁
船
や

が
れ
き
、
奪
わ
れ
た
故
郷
を
思
っ

て
涙
を
流
す
福
島
県
飯
舘
村
の
男

性
の
写
真
な
ど
、
同
大
震
災
の
災

害
写
真
を
展
示
。

　
コ
ン
テ
ナ
内
に
は
東
日
本
大
震

災
以
降
の
木
曽
御
嶽
山
噴
火
、
鬼

怒
川
決
壊
、
熊
本
地

震
、
九
州
北
部
や
西

日
本
豪
雨
災
害
な

ど
、
近
年
頻
発
し
て

い
る
大
規
模
災
害
の

写
真
を
展
示
し
た
。

　
来
場
者
は
じ
っ
と

展
示
写
真
に
見
入

り
、
災
害
時
に
思
い

を
は
せ
な
が
ら
「
他

人
事
の
よ
う
に
思
っ

て
い
た
が
、
実
際
に

日
本
で
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
を
身
近
に
感

じ
た
。
い
つ
自
分
に

ふ
り
か
か
る
か
も
分

か
ら
ず
、
備
え
が
大

切
だ
と
思
っ
た
」
な

ど
と
話
し
て
い
た
。

　
富
士
宮
市
都
市
計

画
課
の
湯
澤
智
課
長

は
「
過
去
の
災
害
か

ら
の
教
訓
を
伝
え
て

生
か
し
、
広
域
に
対

応
で
き
る
災
害
拠
点

と
し
て
の
道
の
駅
の

機
能
を
強
化
し
て
い

き
た
い
」と
話
し
た
。

は
、
と
提
案
し
て
い
る
。

　
コ
ン
テ
ナ
に
付
随
し
て
設
置
し

た
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
や
コ
ン
テ
ナ
内

で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め
る
サ
ー

ビ
ス
も
提
供
。
展
示
を
見
た
来
場

者
は
「
平
時
に
は
考
え
に
く
い
防

災
を
学
べ
た
。
新
技
術
を
生
か
し

防
災
モ
デ
ル
を
作
れ
ば
国
内
は
も

ち
ろ
ん
海
外
に
も
貢
献
で
き
る
の

で
は
」
な
ど
と
話
し
て
い
た
。

　
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
技
術
の
一

部
、
空
気
製
水
機
や
蓄
電
池
、
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
な
ど
は
、
仙

台
市
で
開
か
れ
た「
東
北
６
県『
道

の
駅
』
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
タ
」
で

も
ル
ー
ト
ス
ク
エ
ア
が
ブ
ー
ス
出

展
（
４
面
に
関
連
記
事
）。
こ
こ

で
も
来
場
者
が
説
明
パ
ネ
ル
を
読

む
な
ど
、
強
い
関
心
を
示
し
た
。

東
北
道
の
駅
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
タ

で
の
ル
ー
ト
ス
ク
エ
ア
の
展
示

ブ
ー
ス

　
防
災
道
の
駅
「
朝
霧
高
原
」
の

多
目
的
広
場
に
さ
ま
ざ
ま
な
設
備

な
ど
実
物
を
展
示
し
た
「
防
災
技

術
展
」
は
、
ル
ー
ト
ス
ク
エ
ア
に

集
ま
る
若
手
起
業
家
各
社
が
、
現

物
展
示
の
重
要
性
を
考
え
「
防
災

道
の
駅
に
必
要
な
装
備
の
モ
デ
ル

を
具
体
的
に
見
て
も
ら
お
う
」
と

多
様
な
ア
イ
デ
ア
を
形
に
し
て
結

集
し
た
。

　
展
示
の
最
大
の
狙
い
は
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
え
て
も
、
電
力

も
水
も
自
給
自
足
で
き
る
こ
と
を

目
指
し
実
現
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

特
に
平
常
時
と
災
害
時
の
垣
根
を

な
く
し
、
日
常
の
運
用
が
非
常
時

に
も
継
続
可
能
な
こ
と
を
示
す
こ

と
に
重
点
を
置
い
た
。

　
こ
の
た
め
展
示
施
設
の
中
核
と

な
る
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
は
耐
震
性

が
強
く
、
平
時
は
オ
フ
ィ
ス
な
ど

に
使
え
、
非
常
時
は
避
難
所
や
対

策
本
部
に
も
な
る
こ
と
を
想
定
。

展
示
館
の
コ
ン
テ
ナ
の
一
つ
は
、

西
日
本
豪
雨
災
害
に
際
し
て
、
実

際
に
岡
山
県
倉
敷
市
で
仮
設
住
宅

と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
を
移
設
し

た
。

　
屋
根
に
は
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル

を
並
べ
、
蓄
電
池
と
連
動
し
て
電

力
を
確
保
。
空
気
中
の
水
蒸
気
か

ら
水
を
つ
く
る
空
気
製
水
機
で
水

を
賄
っ
た
。

　
情
報
発
信
機
能
を
持
つ
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
や
さ
ま
ざ
ま
な
物

品
を
提
供
で
き
る
自
由
販
売
機
、

災
害
時
に
不
可
欠
な
簡
易
ト
イ
レ

や
ド
ロ
ー
ン
ポ
ー
ト
な
ど
も
展
示

し
た
。
＝
具
体
例
を
下
段
に
紹
介

　
ル
ー
ト
ス
ク
エ
ア
は
災
害
へ
の

備
え
に
、
こ
れ
ら
防
災
関
連
設
備

や
機
器
、
サ
ー
ビ
ス
等
の
機
能
を

ま
と
め
た
「
施
設
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

を
防
災
道
の
駅
な
ど
で
導
入
し
て

ムービングハウス

会場の中心施設は移動可能
なコンテナ型ハウス
� 【㈱アーキビジョン 21】

太陽光パネル

展示場の電気を全て
賄った再利用太陽光パ
ネル【AOI エネルギー
ソリューション㈱】

蓄電池

太陽光で発電した電気
を蓄え会場で使用

【国重・ライティング
㈱】【WWB ㈱】

空気製水機
空
気
中
の
水
蒸
気
か
ら
水
を

つ
く
る
。
非
常
時
に
は
必
須

�

【
㈱
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ａ
】

サイネージシステム
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
平

時
・
非
常
時
に
情
報
発
信

�

【
㈱
三
陽
電
設
】

自由販売機
災
害
時
に
安
心
の
提
供
が
無

人
で
で
き
、
情
報
発
信
も
可

�

【
㈱
ス
キ
マ
デ
パ
ー
ト
】

災
害
写
真
展

大
災
害
の
教
訓
を
伝
え
生
か
す

防
災
技
術
展

災
害
時
に
も
自
立
目
指
す

防災テント内の写真展�に見入る来場者ら

ロック・ガーデン ひちそう
林佳成駅長
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国
交
省
静
岡
国
道
事
務
所
は
９

月
、
富
士
宮
市
民
会
館
で
「
富
士

宮
市
『
防
災
セ
ミ
ナ
ー
』
～
今
、

静
岡
で
考
え
る
べ
き
備
え
と
は

～
」
を
開
催
し
た
。
南
海
ト
ラ
フ

地
震
に
対
応
す
る
同
県
の
広
域
受

援
計
画
や
防
災
道
の
駅
「
朝
霧
高

原
」
の
機
能
強
化
、
災
害
に
関
わ

る
最
新
の
知
見
を
市
民
は
じ
め
関

係
者
に
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
地

域
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
の

が
目
的
で
あ
る
。

　
同
県
危
機
対
策
課
の
藤
本
啓
一

危
機
調
整
官
が
「
南
海
ト
ラ
フ
地

震
に
お
け
る
静
岡
県
広
域
受
援
計

画
」
／
静
岡
国
道
事
務
所
の
浅
井

聡
副
所
長
が
「
朝
霧
高
原
」
に
お

け
る
防
災
機
能
強
化
の
取
り
組
み

の
進
捗
／
「
朝
霧
高
原
」
の
吉
里

正
臣
支
配
人
が
「
朝
霧
高
原
」
防

災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み
―
―
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

説
明
や
報
告
を
し
た
。

　
火
山
噴
火
研
究
の
第
一
人
者
・

京
都
大
学
の
鎌
田
浩
毅
名
誉
教
授

が
「
大
地
変
動
の
時
代
に
地
震
・

火
山
・
気
象
災
害
の
ハ
ザ
ー
ド
を

ど
う
避
け
る
か
―
富
士
山
噴
火
と

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
賢
く
備

え
る
―
」を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
。

　
巨
大
地
震
が
発
生
す
れ
ば
地
殻

の
ひ
ず
み
で
富
士
山
も
噴
火
し
て

し
ま
う
。
静
岡
は
大
事
な
土
地
だ

が
大
災
害
の
危
険
も
内
包
し
て
い

る
、
と
持
論
を
展
開
し
、
災
害
へ

の
備
え
の
重
要
性
を
力
説
し
た
。

　
同
国
道
事
務
所
の
柳
野
和
也
所

長
は
「『
朝
霧
高
原
』
が
防
災
道

の
駅
の
モ
デ
ル
に
な
れ
る
よ
う
、

力
を
入
れ
て
支
援
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か

し
、
防
災
道
の
駅
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
を
探
ろ
う
と
、
東
北
の
防
災

道
の
駅
を
使
っ
て
実
証
実
験
が
で

き
な
い
か
、
と
い
う
計
画
が
持
ち

上
が
っ
て
い
る
。

　
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で
ど
ん

な
取
り
組
み
を
す
れ
ば
良
い
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
具
体

的
な
展
開
を
社
会
実
験
し
よ
う
と

い
う
構
想
だ
。
キ
ー
ワ
ー
ド
に
浮

上
し
た
の
は
「
災
害
弱
者
」。

　
ハ
ー
ド
面
で
は
、
東
北
で
最
も

防
災
対
策
が
進
ん
で
い
る
山
形
県

飯
豊
町
の
防
災
道
の
駅「
い
い
で
」

を
想
定
。
現
在
の
防
災
設
備
に
加

え
、
さ
ら
に
ど
ん
な
設
備
が
必
要

か
、
そ
れ
ら
の
施
設
を
ど
う
活
用

す
れ
ば
効
果
的
な
防
災
対
策
に
な

る
か
、
な
ど
を
試
行
す
る
。

　
ソ
フ
ト
面
で
は
、
秋
田
県
大
仙

市
の
防
災
道
の
駅
「
協
和
」
が
候

補
。
高
齢
者
や
子
ど
も
、
子
育
て

世
代
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
ら

は
い
わ
ば
災
害
弱
者
。
そ
ん
な

人
々
に
対
し
、
災
害
時
の
避
難
者

の
ケ
ア
、
道
の
駅
を
避
難
先
と
し

て
ど
ん
な
対
処
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
、
な
ど
実
験
し
た
い
。

　
計
画
し
て
い
る
の
は
東
北
「
道

の
駅
」
連
絡
会
や
東
北
み
ち
会
議

の
有
志
。
国
や
自
治
体
に
も
参
画

し
て
ほ
し
い
と
関
係
先
に
相
談
を

始
め
た
。
実
証
実
験
が
実
現
す
れ

ば
本
紙
も
広
報
の
役
割
を
担
う
。

コ
ン
テ
ナ
内
で
も
災
害
写
真
を
展
示

大災害の教訓を忘れないで「防災道の駅」選定の「朝霧高原」で写真展

ルートスクエア……災害時に役立つ設備などを展示する「防災技術展」も同時開催

怒
川
決
壊
、
熊
本
地

震
、
九
州
北
部
や
西

日
本
豪
雨
災
害
な

ど
、
近
年
頻
発
し
て

い
る
大
規
模
災
害
の

写
真
を
展
示
し
た
。

　
来
場
者
は
じ
っ
と

展
示
写
真
に
見
入

り
、
災
害
時
に
思
い

を
は
せ
な
が
ら
「
他

人
事
の
よ
う
に
思
っ

て
い
た
が
、
実
際
に

日
本
で
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
を
身
近
に
感

じ
た
。
い
つ
自
分
に

ふ
り
か
か
る
か
も
分

か
ら
ず
、
備
え
が
大

切
だ
と
思
っ
た
」
な

ど
と
話
し
て
い
た
。

　
富
士
宮
市
都
市
計

画
課
の
湯
澤
智
課
長

は
「
過
去
の
災
害
か

ら
の
教
訓
を
伝
え
て

生
か
し
、
広
域
に
対

応
で
き
る
災
害
拠
点

と
し
て
の
道
の
駅
の

機
能
を
強
化
し
て
い

き
た
い
」と
話
し
た
。

可
動
式
コ
ン
テ
ナ
や
防
災
テ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
た
「
朝
霧
高
原
」

の
多
目
的
広
場

富
士
宮
市
「
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
で

説
明
す
る
朝
霧
高
原
の
吉
里
正
臣

支
配
人 

東
北
道
の
駅
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
タ

で
の
ル
ー
ト
ス
ク
エ
ア
の
展
示

ブ
ー
ス

　
防
災
道
の
駅
「
朝
霧
高
原
」
の

多
目
的
広
場
に
さ
ま
ざ
ま
な
設
備

な
ど
実
物
を
展
示
し
た
「
防
災
技

術
展
」
は
、
ル
ー
ト
ス
ク
エ
ア
に

集
ま
る
若
手
起
業
家
各
社
が
、
現

物
展
示
の
重
要
性
を
考
え
「
防
災

道
の
駅
に
必
要
な
装
備
の
モ
デ
ル

を
具
体
的
に
見
て
も
ら
お
う
」
と

多
様
な
ア
イ
デ
ア
を
形
に
し
て
結

集
し
た
。

　
展
示
の
最
大
の
狙
い
は
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
え
て
も
、
電
力

も
水
も
自
給
自
足
で
き
る
こ
と
を

目
指
し
実
現
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

特
に
平
常
時
と
災
害
時
の
垣
根
を

な
く
し
、
日
常
の
運
用
が
非
常
時

に
も
継
続
可
能
な
こ
と
を
示
す
こ

と
に
重
点
を
置
い
た
。

　
こ
の
た
め
展
示
施
設
の
中
核
と

な
る
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
は
耐
震
性

が
強
く
、
平
時
は
オ
フ
ィ
ス
な
ど

に
使
え
、
非
常
時
は
避
難
所
や
対

策
本
部
に
も
な
る
こ
と
を
想
定
。

展
示
館
の
コ
ン
テ
ナ
の
一
つ
は
、

西
日
本
豪
雨
災
害
に
際
し
て
、
実

際
に
岡
山
県
倉
敷
市
で
仮
設
住
宅

と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
を
移
設
し

た
。

　
屋
根
に
は
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル

を
並
べ
、
蓄
電
池
と
連
動
し
て
電

力
を
確
保
。
空
気
中
の
水
蒸
気
か

ら
水
を
つ
く
る
空
気
製
水
機
で
水

を
賄
っ
た
。

　
情
報
発
信
機
能
を
持
つ
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
や
さ
ま
ざ
ま
な
物

品
を
提
供
で
き
る
自
由
販
売
機
、

災
害
時
に
不
可
欠
な
簡
易
ト
イ
レ

や
ド
ロ
ー
ン
ポ
ー
ト
な
ど
も
展
示

し
た
。
＝
具
体
例
を
下
段
に
紹
介

　
ル
ー
ト
ス
ク
エ
ア
は
災
害
へ
の

備
え
に
、
こ
れ
ら
防
災
関
連
設
備

や
機
器
、
サ
ー
ビ
ス
等
の
機
能
を

ま
と
め
た
「
施
設
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

を
防
災
道
の
駅
な
ど
で
導
入
し
て

パネル展示
・
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
。
非

常
時
は
避
難
所
等
に

 

【
㈱
Ｐ
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Ｋ
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・
再
エ
ネ
導
入
で
電
力
供
給

 

【
デ
ジ
タ
ル
グ
リ
ッ
ド
㈱
】

ドローンポート

非常時にも安全に離
着陸できる場所が多
数確保できる
 【ミヤチ㈱】

ガシャポン

被災地でもおもちゃで
子供に笑顔とやすらぎ
を
 【㈱バンダイ】

自由販売機
災
害
時
に
安
心
の
提
供
が
無

人
で
で
き
、
情
報
発
信
も
可

 

【
㈱
ス
キ
マ
デ
パ
ー
ト
】

エコ空調
エ
ア
コ
ン
の
冷
媒
ガ
ス
を
流

用
、
動
力
ゼ
ロ
の
空
調
パ
ネ

ル
【
㈱
Ｏ
Ａ
Ｋ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
】

ラップポン
災
害
備
蓄
用
の
自
動
ラ
ッ
プ

式
ト
イ
レ
。
熱
密
封
で
無
臭

 

【
㈱
オ
ア
シ
ス
Ｍ
Ｓ
Ｃ
／
日

本
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
㈱
】

いーちゃりかー
電
動
ア
シ
ス
ト
４

輪
車
両
。
新
し
い

乗
り
物
を
提
案

 【
ア
ク
テ
ッ
ク
㈱
】

防
災
セ
ミ
ナ
ー

「
朝
霧
高
原
」
を
防
災
道
の
駅
の
モ
デ
ル
に

東
北
の
駅
で
実
証
実
験
へ

「
災
害
弱
者
」
に
対
処
を

富士山噴火に警鐘を鳴らす鎌田浩毅名誉教授

にしかわ
澁谷 隆弘マネージャー補佐

　出羽三山の主峰、月山の恩恵を受け

山形県郡西川町水沢 2304
国道 112 号　　TEL.0237-74-2100

た産物がたくさんあります。ブナ林と清流が豊か
で、旧環境庁の名水百選に選ばれた水源を原水に
した「月山自然水」、姉妹品の「月山ビール」は
当駅で製造しています。春の山菜、秋のきのこと
四季の幸を存分に楽しめ、夏スキーも有名です。

にのみや
飯野裕司店長

　真岡市は日本一のいちご生産地。今

栃木県真岡市久下田 2204-1
国道 294 号　TEL. 0285-73-1110

年は特に新品種『とちあいか』の朝採り直販が
活発でした。「プレミアムとちおとめロールケー
キ」など独自のいちごスイーツも味わえます。
二宮尊徳ゆかりの地で、「尊徳物産館」の味噌、
純米酒、最中など尊徳グッズも好評です。

忠類
菅原政成店長

　ナウマン象記念館に全身骨格標本、

北海道忠類白銀町 384-12
国道 236 号　TEL.01558-8-3236

ナウマン公園には遊具やパークゴルフ場があり、
親子でのんびり過ごせます。地元特産のゆり根を
使用したシュークリームや純白シリーズのゆり根
大福、白玉ぜんざい、ようかんのほか、ナウマン
ゾウどら焼き、どろ豚冷凍食品も人気です。
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明
治
を
迎
え
た
わ
が
国
は
、
と

ん
で
も
な
い
と
い
え
る
ほ
ど
の
ス

ピ
ー
ド
で
近
代
化
に
向
け
て
走
り

出
し
ま
し
た
。
い
ま
の
政
治
の
混

迷
か
ら
み
る
と
、
明
治
政
府
の
行

っ
た
政
策
の
手
順
の
正
し
さ
と
速

さ
に
は
驚
き
を

禁
じ
得
ま
せ

ん
。

　
そ
の
な
か
に

全
国
的
な
鉄
道
網
の
建
設
が
あ
り

ま
し
た
。
鉄
道
に
先
行
す
る
形
で

通
信
網
も
全
国
的
に
早
期
に
整
備

し
た
こ
と
も
特
筆
に
値
し
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
明
治
政
府
が
「
西
欧

列
強
」
に
よ
る
植
民
地
化
や
彼
ら

か
ら
の
攻
撃
を
非
常
に
心
配
し
て

い
た
た
め
に
急
い
で
実
行
さ
れ
た

の
で
す
。

　
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
話
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
治
政
府
は

明
治
22
年
に
東
京
・
神
戸
間
の
現

在
の
在
来
線
に
な
る
東
海
道
線
を

完
成
さ
せ
て
い
ま
す
。
新
橋
・
横

浜
間
の
わ
ず
か
17
年
後
と
い
う
早

さ
に
驚
き
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
こ

の
時
に
、
東
京
か
ら
大
阪
・
神
戸

を
結
ぶ
鉄
道
を
ど
こ
に
敷
設
す
る

か
に
つ
い
て
、
大
議
論
が
あ
っ
た

の
で
す
。

　
当
時
の
軍
部
は
、
太
平
洋
沿
岸

を
通
る
現
在
の
ル
ー
ト
に
反
対
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
列
強
の
海

軍
か
ら
の
艦
砲
射
撃
が
あ
れ
ば
鉄

道
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
と

い
う
も
の
で
し
た
。し
た
が
っ
て
、

軍
は
現
在
の
中
央
線
ル
ー
ト
で
、

東
京
と
神
戸
を
結
ぶ
べ
し
と
主
張

し
た
の
で
す
。

　
そ
の
議
論
は
何
と
明
治
19
年
ま

で
続
き
ま
し
た
。
こ
の
年
に
現
在

の
ル
ー
ト
で
決
着
し
た
の
で
す

が
、
と
い
う
こ
と
は
中
央
線
を
建

設
し
な
が
ら
、
東
海
道
線
も
整
備

し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ほ
ど
に
全
国
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
早
期
整
備
に
熱
意
を
傾
け

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す

ね
。

　
東
北
本
線
（
現
在
の

青
い
森
鉄
道
）
も
い
ま

は
八
戸
回
り
で
す
が
、

こ
れ
に
も
海
岸
か
ら
近

い
と
軍
部
は
反
対
し
た
の
で
し

た
。
も
し
軍
の
主
張
が
通
っ
て
お

れ
ば
、
今
日
の
八
戸
市
の
発
展
は

な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
今

回
の
事
始
め
は
、
平
和
ボ
ケ
の
今

日
に
は
な
か
な
か
理
解
さ
れ
な
い

昔
の
事
実
の
紹
介
で
し
た
。

東
海
道
線
を
ど
こ
に
敷
設
す
る
の
か

防
災
学
習
、
災
害
の
備
え
に
生
か
す

　
自
然
災
害
伝
承
碑
は
過
去
に
発
生
し

た
津
波
・
洪
水
・
火
山
災
害
・
土
砂
災

害
な
ど
過
去
の
自
然
災
害
に
関
す
る
情

報
が
刻
ま
れ
た
石
碑
や
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
。
日
本
各
地
に
多
数
存
在
し
、
列
島

を
取
り
巻
く
自
然
環
境
の
厳
し
さ
を
物

語
る
。

　
過
去
に
発
生
し
た
自
然
災
害
は
、
必

ず
再
び
発
生
す
る
と
言
わ
れ
、
自
然
災

害
に
関
す
る
先
人
の
教
訓
を
世
代
・
地

域
を
越
え
て
、地
図
で「
見
え
る
化
」し
、

国
民
共
有
の
資
産
と
し
て
活
用
し
て
も

ら
う
の
が
目
的
。
19
年
か
ら
地
理
院
地

図
に
掲
載
を
始
め
今
年
12
月
8
日
に
17

市
区
町
村
28
基
を
追
加
、
現
在
の
公
開

数
は
全
国
５
０
９
市
区
町
村
１
７
３
６

基
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で

も
全
国
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
災
害
碑
の

半
分
程
度
だ
と
い
う
。

　
流
域
治
水
の
推
進
に
も
、
流
域
住
民

に
過
去
の
災
害
の
教
訓
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
鍵
だ
。
気
候
変
動
に
よ
る
豪

雨
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
を
受
け
、

あ
ら
ゆ
る
関
係
者
に
よ
る
流
域
全
体
で

の
「
流
域
治
水
」
の
本
格
的
な
実
践
は

待
っ
た
な
し
。
流
域
住
民
や
企
業
関
係

者
に
流
域
治
水
へ
の
備
え
に
協
力
し
て

も
ら
う
た
め
に
も
、
過
去
の
災
害
の
事

実
や
先
人
が
遺
し
た
「
教
訓
」
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
。
災
害
史
・

郷
土
史
や
土
地
の
成
り
立
ち
に
詳
し
い

人
の
協
力
も
得
て
、
流
域
に
遺
る
水
害

碑
を
自
然
災
害
伝
承
碑
と
し
て
し
っ
か

り
登
録
し
活
用
す
る
こ
と
が
大
切
に
な

る
。

　
国
土
地
理
院
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
洪
水
や
津
波
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と

併
せ
て
、
そ
の
地
に
あ
る
自
然
災
害
伝

承
碑
の
教
訓
を
紹
介
し
、
地
域
が
抱
え

る
災
害
リ
ス
ク
や
災
害
へ
の
備
え
を
自

分
ご
と
と
し
て
捉
え
て
も
ら
う
よ
う
伝

え
て
ほ
し
い
。
自
然
災
害
伝
承
碑
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
持
つ
教
訓
を
、
流
域
治
水

を
支
え
る
防
災
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
し
て
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

　
自
然
災
害
伝
承
碑
の
登
録
は
、
地
元

の
市
区
町
村
が
国
土
地
理
院
の
地
方
測

量
部
に
申
請
。大
洪
水
で
運
ば
れ
た
岩
、

火
山
灰
に
埋
ま
っ
た
鳥
居
、
過
去
の
洪

水
の
水
位
標
な
ど
、
碑
文
が
な
く
て
も

特
定
の
災
害
で
伝
承
す
べ
き
事
実
や
教

訓
が
明
確
な
ら
登
録
可
能
で
、
地
方
測

量
部
に
相
談
を
。

川
﨑
茂
信
・
国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

業
務
執
行
理
事
、
元
国
土
地
理
院
長

　「
防
災
学
習
、
災
害
の
備
え
に
生
か
そ
う
！
」
―
―
国
土
交
通
省
国
土
地

理
院
は
、
近
年
の
災
害
多
発
を
受
け
て
２
０
１
９
年
か
ら
ウ
ェ
ブ
地
理
院
地

図
に
掲
載
を
始
め
た
「
自
然
災
害
伝
承
碑
」
を
、
先
人
の
教
訓
と
し
て
伝
承

し
災
害
の
備
え
に
生
か
す
た
め
、
伝
承
碑
を
抱
え
る
全
国
の
自
治
体
に
積
極

的
な
登
録
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
特
に
教
育
現
場
で
は
土
地
の
成
り
立
ち
な

ど
地
形
特
性
情
報
を
学
習
教
材
に
活
用
し
、
災
害
の
事
実
と
教
訓
を
今
の
子

ど
も
達
に
し
っ
か
り
伝
え
て
ほ
し
い
と
訴
え
て
い
る
。

国土学アナリスト
　

国土地理院は「碑登録」呼びかけ

行方不明者の捜索活動にあたる大阪府警
の広域緊急援助隊と水害碑（2018 年 7
月）（写真提供：大阪府警察）

東京都心部の標高データと自然災害
伝承碑（地理院地図より作成）

こ の QR コ ー ド
で、近隣の伝承碑
を見てみよう！

（自然災害伝承碑
｜国土地理院）

「道の駅ソーラーカーポート整備プロジェクト」
参加企業
・株式会社アフターフィット
・日本環境防災株式会社
・日本充電インフラ株式会社

・災害停電時も自主電源が確保可能です。
（蓄電池システム併設の場合）

・長期的に価格変動のない安定電源です。
・EV充電器との組み合わせも可能！
・カーポートは雨よけ、日よけに便利。

ソーラーカーポートを
利用したPPAなら可能です

再エネ100％の電力を で導入！

マオイの丘公園
齋藤良彦駅長

　田園風景が広がる景色の中にある、サ

北海道長沼町東 10線南 7番地
国道 274 ／ 337 号　TEL.0123-84-2120

イロ風のセンターハウスの展望台からは石狩平野
が一望でき、屋上のピラミッド型のガラスオブジェ
が印象的な道の駅です。新鮮な旬の野菜が揃う農
産物直売所をはじめ、窯焼きのピザが楽しめるレ
ストランやスイーツ工房、売店がございます。

湯の香しおばら
君島圭一代表取締役

　春は新緑、秋は紅葉と四季折々に渓谷

栃木県那須塩原市関谷 442
国道 400 号　TEL.0287-35-4401

が彩りを深める塩原温泉郷の玄関口にあります。
お土産コーナーでは切り干し大根を煮た具が入っ
ている切り干し大根まんじゅう、直売所では塩原
高原大根、レストランでは地粉「那須の秋そば」
を使用した手打ちそばをぜひご賞味ください。

河野
岩倉光弘駅長

　海抜200㍍の高台から敦賀湾と敦賀半

福井県南越前町大谷 86-1-6
国道 8号　TEL.0778-48-2880

島を一望でき、夕日が日本海に沈んでく素晴らし
い眺望を堪能できます。へしこ（鯖の糠漬）など
若狭の特産品販売、越前カニを使用した「かに丼」
などの軽食が人気。近隣には温泉や運動公園など
が充実し、多くの方々が気軽に利用されています。
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富
山
県
民
生
涯
学
習
カ
レ
ッ
ジ
本
部

が
主
催
す
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
冒
険
塾
は

７
月
11
日
、
同
県
射
水
市
で
自
然
災
害

伝
承
碑
め
ぐ
り
を
開
催
し
た
。
射
水
市

は
同
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、
東
西
が

県
の
２
大
都
市
で
あ
る
富
山
・
高
岡
両

市
に
隣
接
、
富
山
湾
に
面
す
る
。

　
７
月
11
日
は
88
年
前
、
庄
川
の
大
洪

水
が
あ
っ
た
日
だ
。
前
々
日
か
ら
降
り

始
め
た
大
雨
は
、
特
に
庄
川
上
流
の
岐

阜
県
山
岳
地
帯
で
未
曽
有
の
豪
雨
と
な

り
、
11
日
に
最
高
水
位
13
・
１
㍍
最
大

流
量
毎
秒
３
３
６
１
立
方
㍍
を
記
録
、

浅
井
村
（
現
射
水
市
浅
井
地
区
）
で
破

堤
、
射
水
郡
（
現
射
水
市
）
の
大
半
は

大
湖
と
化
し
、
死
者
20
人
負
傷
者
２
４

０
人
、
流
失
家
屋
94
棟
、
民
家
破
損
５

４
１
８
棟
、
浸
水
家
屋
４
０
０
９
棟
、

田
畑
冠
水
（
田
３
９
８
６
㌶
、
畑
１
８

２
㌶
）
の
甚
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　
こ
の
災
害
の
60
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
当
時
の
大
門
町
が
被
害
状
況
や
水

位
を
記
し
た
記
念
碑
を
町
内
７
カ
所
に

設
置
し
た
。
国
土
地
理
院
の
地
理
院
地

図
は
同
県
内
10
基
の
伝
承
碑
を
掲
載
し

て
い
る
。

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
冒
険
塾
は
大
洪
水
前

日
に
当
た
る
10
日
、
射
水
市
内
に
あ
る

７
基
の
碑
を
巡
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
実

施
。
予
想
を
超
え
る
40
人
が
参
加
し
、

炎
天
下
に
汗
を
流
し
な
が
ら
各
碑
を
結

ぶ
13
㌔
㍍
を
３
時
間
で
巡
っ
た
。
冒
険

塾
生
の
防
災
士
か
ら
詳
細
で
分
か
り
や

す
い
説
明
を
受
け
た
。

　
　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
当
日
の
行
程
と
見
学
し
た
伝
承
碑
の

説
明
を
ま
と
め
た
。

　【
９
時
10
分
】越
中
大
門
駅
を
ス
タ
ー

ト
。
駅
前
に
設
置
さ
れ
た
１
番
目
の
碑

を
見
る
。
濁
流
が
北
陸
線
で
せ
き
止
め

ら
れ
小
杉
町
戸
破
地
内
ま
で
お
よ
び
、

そ
の
後
線
路
の
一
部
が
崩
壊
、
新
湊
地

内
ま
で
達
し
た
と
記
す
。
こ
の
地
点
の

洪
水
位
は
標
高
８
・
25
㍍
。

　【
９
時
20
分
】
大
門
小
学
校
の
校
庭

の
２
番
目
の
碑
。
二
口
集
落
の
大
半
が

床
上
浸
水
の
被
害
を
受
け
た
。
難
を
免

れ
た
誓
光
寺
な
ど
に
中
田
往
来
の
通
行

人
を
含
め
１
０
０
人
余
の
人
が
避
難
。

こ
の
地
点
の
洪
水
位
は
８
・
99
㍍
。

　【
９
時
45
分
】
３
番
目
の
碑
が
あ
る

島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
（
旧
浅

井
小
学
校
）
に
着
く
。
校
庭
に
も
濁
流

が
押
し
寄
せ
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
集
落
内
に

立
木
と
一
緒
に
人
も
流
さ
れ
て
き
た
。

誕
生
寺
の
前
で
救
助
ロ
ー
プ
で
奇
跡
的

に
一
命
を
と
り
と
め
た
人
が
い
た
と
あ

る
。
洪
水
位
は
11
・
２
㍍
。

　【
10
時
】
４
番
目
は
、
７
カ
所
の
碑

を
ま
と
め
て
観
察
で
き
る
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
的
な
場
所
だ
。
碑
と
並
ん
で
大
き
な

富山では災害伝承碑めぐる企画も

　ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が
手
が

け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ
チ
ー
フ
に
、
歴
史

や
文
化
が
道
路
を
介
し
て
未
来
へ
と
続
い
て
い
く

こ
と
へ
の
願
い
を
こ
め
て
表
現
し
た
。

石
面
に
地
図
が
描
か
れ
、
洪
水
位
な
ど

を
記
す
。
庄
川
大
洪
水
の
教
訓
を
生
か

し
、
災
害
の
恐
ろ
し
さ
と
防
災
の
心
構

え
の
大
切
さ
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
町

内
６
カ
所
に
碑
を
設
置
す
る
と
記
さ
れ

て
い
る
。
洪
水
位
は
10
・
49
㍍
。
防
災

士
に
詳
細
な
説
明
を
受
け
る
。

　【
10
時
30
分
】
廣
上
神
社
境
内
の
５

番
目
の
碑
。
広
上
、
西
広
上
地
内
は
堤

防
決
壊
時
の
濁
流
の
直
撃
を
受
け
、
避

難
の
間
も
な
く
死
者
７
人
流
失
家
屋
26

棟
の
大
惨
事
と
な
り
、
集
落
全
体
が
川

原
の
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
る
。
洪
水
位

は
16
・
17
㍍
。

　【
11
時
】
庄
川
右
岸
堤
防
の
６
番
目

の
碑
。
上
流
の
岐
阜
県
山
岳
地
帯
が
未

曽
有
の
豪
雨
と
な
り
、
11
日
９
時
半
ご

ろ
堤
防
を
越
水
、
堤
防
外
側
か
ら
洗
堀

５
カ
所
で
破
堤
。
濁
流
は
新
湊
ま
で
達

し
死
者
16
人
家
屋
流
失
30
棟
の
大
惨
事

に
。
洪
水
位
は
な
く
降
水
量
や
破
堤
カ

所
を
記
す
。
岐
阜
が
４
３
８
㍉
㍍
、
大

門
が
64
㍉
㍍
。

　【
12
時
10
分
】
７
番
目
の
碑
の
あ
る

公
園
で
ゴ
ー
ル
。
洪
水
は
鴨
居
の
下
ま

で
達
し
、児
童
は
３
日
間
学
校
で
避
難
。

和
田
川
の
常
盤
橋
を
は
じ
め
数
橋
が
流

失
し
て
交
通
が
寸
断
、
町
の
中
は
笹
舟

が
行
き
来
し
た
。洪
水
位
の
記
載
な
し
。

7 カ所の碑をまとめて観察で
きるランドマーク的な場所

参加者に防災士が詳しい説明

■豪雨で被災した防災道の駅に緊急支援

　８月に記録的大雨で最上川がはん濫した山形県で
は、飯豊町の防災道の駅「いいで」も施設内に泥水
が流れ込むなど被害が出た。地域再生への貢献を目
指す（一社）ルートスクエアは同５日、「いいで」
に空気中の水蒸気から水を作る空気製水機や蓄電池
を緊急に送り復旧を支援した。

■「水の郷さわら」で来場者 1500 万人記念企画

　千葉県香取市佐原の
道の駅「水の郷さわ
ら」は 23年 1月 9日、
来場者 1500 万人到達
記念祝賀イベントを計
画。1500 万人目の来
場者を祝い香取市長か
ら花束や記念品を贈る
ほか、市のゆるキャラ
「カトリーヌいもこ」
＝写真＝との写真撮影会も。当日来場者には紅白餅
など記念品を贈る。

■全国建設青年会議　第 27回全国大会開催

　全国建設青年会議は 12月 5日、東京元赤坂の明
治記念館で第 27回全国大会を開催。岸田文雄首相
や斎藤鉄夫国交相も駆け付け、大石久和日本建設技
術協会会長（本紙 10面「国土学事始め」筆者）も
パネリストで参加した。同青年会議は地域と国土を
守り社会貢献を目指す建設青年人の集まり。地域建
設業者の今後の方向性を考えた。

■大槌町「造船記」プロジェクトがスタート

　写真集「災害列島・日本」の 3.11 写真記録委員
会実行委員のカメラマン野田雅也氏は、東日本大震
災以降撮り続けた岩手県大槌町の船大工を中心とし
た復興の軌跡を伝える「『造船記』〜岩手県大槌町
・11 年間の復興の軌跡〜」の出版と写真展実現の
ためクラウドファンディング＝下記URL ＝を始め、
協力を呼びかけている。
https://motion-gallery.net/projects/zousenki

■ KUL が第 2回防災企画展

　株式会社関西都市居住サービス（KUL）は 2023
年 1月 14 日〜 3月 26 日、関連施設 5カ所で「将
来の災害に備える」をテーマに「第２回 KUL 防災
企画展」を開催する。10月に関東大震災 100 年を
迎えるのに合わせ 1会場 10日間程度で巡回展示。

駐車しやすい片持ち式カーポート

独自の基礎工法で様々な地盤に対応。
ホームセンター等で多数の実績！

・補助金の給付対象です
・自主財源による設置も可能です

環境省の優良事例でも紹介！
ユニット式で高品質＆低コストを実現

お問い合わせ：
日本環境防災株式会社
（株式会社アフターフィット代理店・全国道の駅連絡会賛助会員）
〒104-0061 東京都中央区銀座7-2-22 コリドースクエア銀座7丁目ビル３階
電話：03-6550-8560 FAX：03-6550-8561 Email:info@kankyobosai.jp

ソーラーカーポートPPAで

カーボンニュートラル！

ぜひお
気軽に

お問い
合わせ

くださ
い

みわ
堀江克己駅長

　八溝の山々に囲まれ緑あふれる道の

茨城県常陸大宮市鷲子 272
国道 293 号　TEL.0295-58-3939

駅です。新鮮な野菜や季節の果物を中心とした直
売所がメインです。名物「常陸秋そば」は地のそ
ば粉を石うすびきして毎朝手打ちし、ボリューム
ある「天ぷらそば」が一押しです。アユの塩焼き、
カステラパン、キムチなどの漬物も大人気です。

江差
照井誉之介駅長

　目の前には日本海が広がり、夕暮れ

北海道江差町尾山町１
国道 227 号　TEL.0139-52-1177

時になると海へ沈んでいくとてもきれいな夕陽
に臨むことができます。日本一小さい道の駅と
して小さいながらも満足度№1を目指し2019年
にリニューアルオープンしました。売店でも小
さいにこだわった商品や工芸品が並んでいます。

奥飛騨温泉郷上宝
高田隆一駅長

　眼前に焼岳を望む飛騨山脈の「湯の宝

岐阜県高山市奥飛騨温泉郷田頃家東垣内 11-1
国道 471 号　TEL.0578-89-3746

庫」内にあり、露天風呂もあるオートキャンプ場
を併設しています。新穂高ロープウェイ、乗鞍、
平湯大滝、上高地などの観光名所も近くです。各
種地元名産品を販売し、北アルプスの湧水を利用
した奥飛騨わさび、山椒は特に人気です。
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TeNY テレビ新潟のキャスター
を長く務め、同社事業局長、編
成局長、関連会社 TeNY サービ
ス社長を歴任した後、20 年 7
月から現職。

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
越
川
さ
ん

（
左
）
と
五
月
女
駅
長

「ぜ～んぶ寄ってみた」の QR コードと URL
https://www.youtube.com/watch?v=1y12Dv_xtYU

「災害と食」食品産業と連携を

駒形正明氏「食の新潟国際賞財団」事務局長

　
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
代
表
さ
れ
る
お
米

を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
農
作
物
が
豊

か
に
実
る
新
潟
県
。
し
か
し
、
歴
史

を
ひ
も
解
く
と
、
越
後
平
野
は
か
つ

て
低
湿
地
帯
が
広
が
り
、
人
々
の
暮

ら
し
は
信
濃
川
、
阿
賀
野
川
と
い
っ

た
大
河
川
の
氾
濫
と
の
闘
い
の
連
続

で
し
た
。

　
明
治
時
代
に
信
濃
川
の
流
れ
の
一

部
を
日
本
海
に
逃
す
大
河
津
分
水
の

開
削
が
始
ま
り
、
そ
の
後
、
排
水
ポ

ン
プ
場
が
作
ら
れ
土
地
改
良
事
業
が

粘
り
強
く
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
新
潟

県
民
は
こ
う
し
て
豊
か
な
耕
地
を
確

保
し
〝
食
の
王
国
〟
を
築
い
て
き
た

の
で
す
。

　
そ
し
て
、
日
本
一
の
生
産
量
を
誇

る
米
を
は
じ
め
豊
か
な
農
産
物
を
生

か
し
て
日
本
酒
、
パ
ッ
ク
ご
飯
や
切

り
餅
、
米
菓
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
を

製
造
す
る
食
品
産
業
を
発
展
さ
せ
ま

し
た
。「
食
」
と
「
農
」
の
課
題
解

決
に
尽
力
し
た
個
人
・
団
体
の
顕
彰

を
目
的
に
２
０
０
８
年
に
設
立
さ
れ

た
「
食
の
新
潟
国
際
賞
財
団
」
を
支

え
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
県
内
の

食
品
企
業
で
す
。

　
大
手
菓
子
メ
ー
カ
ー「
ブ
ル
ボ
ン
」

の
創
業
は
、
99
年
前
に
発
生
し
た
関

東
大
震
災
の
翌
年
の
こ
と
で
し
た
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
９
の
巨
大
地

震
で
首
都
圏
の
菓
子
メ
ー
カ
ー
が
被

災
し
、
全
国
の
小
売
店
の
店
頭
か
ら

ビ
ス
ケ
ッ
ト
が
消
え
た
時
、
創
業
者

は
こ
う
考
え
た
そ
う
で
す
。

　「
地
方
に
も
お
菓
子
の
量
産
工
場

が
必
要
だ
」

　
災
害
時
で
も
子
供
た
ち
に
お
菓
子

を
届
け
た
い
―
―
創
業
の
思
い
は
、

賞
味
期
限
が
５
年
間
の
缶
入
り
乾
パ

ン
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
災
害
備
蓄
に
も

適
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
天
然
水
な

ど
同
社
の
商
品
に
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

ウ
の
ご
は
ん
」
は
非
常
食
に
も
利
用

で
き
る
優
れ
も
の
で
す
。

　
04
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
の
際

は
、
被
災
地
の
道
の
駅
が
避
難
所
や

支
援
物
資
の
中
継
拠
点
と
し
て
活
躍

し
ま
し
た
。
以
来
、
新
潟
の
道
の
駅

の
防
災
意
識
は
高
く
「
災
害
と
食
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
も
向
き
合
い
続
け

て
い
ま
す
。
21
年
11
月
と
今
年
６
月

に
は
、
国
の
「
防
災
道
の
駅
」
に
選

ば
れ
た
道
の
駅
「
あ
ら
い
」
で
、
県

内
で
製
造
さ
れ
て
い
る
非
常
食
の
展

示
会
や
試
食
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。
　

　
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
を
乗
り
越

え
て
今
が
あ
る
新
潟
の
農
業
、
食
品

産
業
が
、
全
国
の
「
道
の
駅
」
と
も

連
携
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
米
菓
の
ト
ッ
プ
メ

ー
カ
ー「
亀
田
製
菓
」

も
お
米
の
加
工
技
術

を
生
か
し
て
高
齢
者

が
食
べ
や
す
い
レ
ト

ル
ト
の
災
害
食
「
ふ

っ
く
ら
お
か
ゆ
」
を

製
造
し
て
い
ま
す
。

「
サ
ト
ウ
食
品
」
の

パ
ッ
ク
入
り
「
サ
ト

■新潟の道の駅 YouTube 動画で全国に魅力発信

　YouTube 動画「にいがた道の駅　ぜ～んぶ寄って
みた！」の配信が 11 月 1 日、スタートした。新潟県
内42の道の駅を全て訪ねて映像でリポートする企画。
地域経済の復活を後押しする県の補助金で制作、Web
で全国にアピールし地域に元気を取り戻す取り組みと
して注目される。制作は地元のテレビ局・TeNY テレ
ビ新潟（日本テレビ系）の関連会社「TeNY サービス」。
　動画は１本 10 分余でナビゲーターは同県村上市出
身の演歌歌手越川ゆう子さん。「新潟大好き、食べる
のも大好き」の越川さんが地元の逸品を紹介し、駅長
やスタッフとの掛け合いの中で、道の駅ならではの物

元産のイチゴ「越後姫」の濃厚ジュースや地元の味噌
メーカーとコラボした味噌ドーナツ、五月女さんが豆
をセレクトしたオリジナルブレンドコーヒーのほか、
航空会社との縁で取り寄せる機内食も購入でき、空の
旅気分も味わえる。
　県内道の駅数は北海道、岐阜、長野に次ぐ全国 4 位。
動画には Google Map の映像や車窓からの美しい新潟
の風景もたっぷり盛り込まれ「食の宝庫・新潟の楽し
さ、奥の深さを YouTube で見て知って足を運んでほ

語を引き出して
いく。
　初回の道の駅

「加治川」（新発
田市）の五月女
奈緒美駅長は元
キャビンアテン
ダント。4 月に
リニューアルし
た直売場には地

しい」と TeNY
サービスの坂上
明和プロデュー
サーは話してい
る。

「道の駅と防災」についてのアンケート 『「道の駅と防災」についてのアンケート』回答用紙
 　本紙が創刊以来追求してきた「道の駅と防災」について伺います。

Ｑ１．防災拠点として期待される「道の駅」に備えてほしいものは何

ですか？（優先すべきもの５つまで）

①非常用食料・飲料水　②非常時トイレ（災害時用、携帯用）

③テント、毛布等　④自家発電設備　⑤簡易入浴設備

⑥紙おむつ（乳幼児用、大人用）　⑦ミルク等乳幼児用食品

⑧授乳室　　⑨洗浄・除菌用品　⑩非常用通信手段

⑪携帯電話・スマホ充電器　　⑫Ｗ i- Ｆ i 設備

⑬災害時支援型自動販売機

⑭その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ２．食料、飲料水、居場所確保以外で、避難した際に配慮してほし

いもの、配慮した方が良いと思うものは？（優先順にいくつでも）

①乳幼児に対する配慮　②高齢者に対する配慮

③病人に対する配慮　④衛生面の配慮　⑤最低限のプライバシー配慮

⑥被災状況等の情報提供への配慮　　⑦音楽など心を癒す配慮　　⑧

ラジオ体操など身体を動かすための配慮　⑨その他（具体的に）

Ｑ３．日ごろから災害に備え、車に常備している防災用品はあります

か？（いくつでも）

①飲料／菓子類　②照明器具（懐中電灯）　③道路地図

④携帯トイレ　⑤カセットコンロ　⑥携帯電話・スマホ充電器

⑦毛布等防寒具　⑧携帯ラジオ　⑨カーラジオ以外はない

⑩その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ４．本紙はどこの「道の駅」で入手しましたか？

（　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ５．本紙を入手した道の駅の印象をお聞かせください。

（ ）

Ｑ１：①　②（災害時用、携帯用）　　③　　④　　⑤
　　　⑥（乳幼児用、大人用）　⑦　　⑧　　⑨　　⑩
　　　⑪　　⑫　　⑬
　　　⑭（ ）

Ｑ２：①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧
　　　⑨（ ）

Ｑ３：①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧　　⑨　
　　　⑩（ ）

Ｑ４：都道府県（ ）
　　　道の駅名（ ）
　　　　　　　　　　　　　
Ｑ５：（ ）

お　名　前：　
郵便番号〒：
ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

　ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う
と
、
毎

号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な
ど
に
も
提
供
し
て
い
き

ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の
み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定

で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回
答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
15

人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締切
は令和５年３月 31 日（金）。
宛 先 は、 〒 102-0074 東
京 都 千 代 田 区 九 段 南 3-5-
10PIM 九段ビル 2F　ＮＰ
Ｏ法人 人と道研究会

ご回答方法

しらやまさん
松岡正信駅長

　日本三名山「白山」を源とする手取

石川県能美市和佐谷町 200
国道 157 号　TEL.076-273-4851

川が駅の後ろを流れ、展望室からパワースポット
「安久涛ヶ渕（あくどがぶち）」を眺められます。

レストランでは地元特産の油揚げを 3 度揚げした
「あげあげ」を使う定食等が人気です。白山市観

光情報センターも兼ね、白山登山情報等を提供中。

飯高駅
田中正一駅長

　県下唯一、日帰り天然温泉のある道

三重県松阪市飯高町宮前 177
国道 166 号　TEL.0598-46-1111

の駅として大好評です。ほかに、ボリューム満
点の「松阪牛丼」、年間 1 万 2 千個以上売れるお
土産「とっとき焼きねぎ地味噌」、飯高駅発着の
風光明媚なルート「珍布峠ウォーキングコース」
なども人気です。詳細は、HP でご確認下さい。

摩周温泉
徳永哲雄駅長

　「北海道・道東の中心に位置する弟子

北海道弟子屈町湯の島３-５- ５
国道 241 号　TEL.015-482-2500

屈町の道の駅。温泉熱を利用して栽培したマン
ゴーやいちごといった特産品のほか、地場産食
材を使ったハンバーガーやアイスクリームなど
地域に根差したものを販売しています。弟子屈
町の魅力と道東旅行の情報が詰まっています。
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ビ
フ
テ
キ
と
カ
レ
ー
に
大
満
足

　
久
保
田
の
町
に
は
与
階
軒
と

い
う
西
洋
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
、

バ
ー
ド
は
大
い
に
喜
ん
だ
。
し
か

も
久
保
田
で
過
ご
し
た
６
日
間
は

天
気
に
恵
ま
れ
、
ご
機
嫌
で
病
院

や
師
範
学
校
、
機
織
工
場
な
ど
市

内
見
物
に
い
そ
し
ん
だ
。

　
山
形
県
に
入
っ
て
か
ら
久
保
田

（
東
北
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務

局
長

　鐙
啓
記
）

ま
で
ほ
と
ん
ど
雨
は
降
ら
な
か
っ

た
が
、
久
保
田
を
出
た
後
は
雨
が

降
り
続
い
た
。
梅
雨
の
さ
な
か
の

た
め
、
仕
方
が
な
い
こ
と
だ
が
、

八
郎
潟
の
湖
岸
の
道
を
進
ん
だ
と

き
は
膝
ま
で
泥
に
埋
ま
り
、
ま
る

で
田
ん
ぼ
の
中
を
歩
い
て
い
る
よ

う
な
状
況
だ
っ
た
。

　
県
北
の
大
河
・
米
代
川
は
増
水

の
た
め
川
止
め
だ
っ
た
が
、
頼
ん

で
無
理
に
川
舟
を
出
し
て
も
ら
っ

た
。
上
流
か
ら
操
船
で
き
な
く

な
っ
た
屋
形
船
が
流
さ
れ
て
き
て

木
に
ぶ
つ
か
り
、
８
人
が
川
に
投

げ
出
さ
れ
る
の
を
目
撃
し
た
。

　
秋
田
県
北
部
の
城
下
町
大
館

も
、
戊
辰
戦
争
で
焼
き
討
ち
に
合

い
、
寂
し
い
町
と
な
っ
て
い
た
。

青
森
県
境
の
矢
立
峠
で
は
、
天
然

秋
田
杉
が
林
立
す
る
景
観
に
魅
了

さ
れ
絶
賛
し
た
。
峠
は
明
治
天
皇

の
東
北
巡
行
の
た
め
整
備
中
だ
っ

た
が
、
大
雨
の
中
、
青
森
県
側
へ

泳
ぐ
よ
う
に
し
て
峠
を
下
っ
て

行
っ
た
。

芝浦工業大学客員教授� 谷口博昭

 

梅
雨
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
秋
田
か
ら
青
森
へ

ゆ
く
先
々
で
新
道
工
事

　
山
形
と
秋
田
の
県
境
と
な
る
院

内
峠
を
越
え
た
バ
ー
ド
は
、
院
内

で
６
人
の
土
木
技
師
と
同
宿
と

な
っ
た
。
院
内
峠
を
ト
ン
ネ
ル
掘

削
す
る
か
羽
州
街
道
を
改
良
す
る

か
検
討
す
る
た
め
の
測
量
だ
っ

た
。

　
明
治
９
年
と
14
年
、
明
治
天
皇

に
よ
る
北
海
道
と
東
北
の
巡
幸
が

行
わ
れ
た
。
秋
田
県
は
明
治
14
年

に
訪
れ
た
が
、
バ
ー
ド
が
旅
を
し

た
時
期
は
、
巡
幸
の
た
め
の
道
路

整
備
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。
傾

斜
の
き
つ
い
道
を
緩
や
か
に
し
、

道
を
広
げ
、
場
合
に
よ
っ
て
新

ル
ー
ト
を
選
ん
だ
結
果
、
バ
ー
ド

た
。

　
秋
田
県
に
は
雄
物
川
と
い
う
大

河
が
流
れ
て
い
る
。
バ
ー
ド
は
持

参
し
た
地
図
で
雄
物
川
の
河
口
が

県
庁
所
在
地
の
久
保
田（
秋
田
市
）

と
確
認
し
、
神
宮
寺
か
ら
川
舟
で

行
く
こ
と
に
し
た
。
危
な
い
か
ら

と
断
る
漁
師
を
説
得
し
、
久
保
田

ま
で
川
舟
で
行
く
こ
と
に
成
功
、

行
程
を
一
日
短
縮
で
き
た
。

の
旅
は
い
く
ら
か
楽
に
な
っ
た
。

　
翌
日
の
宿
泊
は
湯
沢
と
決
め
て

い
た
が
、
前
日
に
40
軒
以
上
を
焼

く
大
火
が
あ
り
、
予
定
し
て
い
た

旅
館
に
宿
泊
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
横
手
ま
で
足
を
延
ば
し
た
。

　
横
手
の
隣
町
六
郷
で
は
、
裕
福

な
商
人
の
葬
儀
が
行
わ
れ
て
い

て
、
警
官
の
粋
な
計
ら
い
で
着
物

を
着
る
な
ど
変
装
し
て
見
物
し

イ
ザ
ベ
ラ
・バ

ードの見た東北・
北
海
道

雨で増水した米代川

バードが六郷で葬儀を見物した仁井田甚助の墓

6
　「
道
の
駅
」
は
平
成
５
年
か
ら
令

和
４
年
８
月
５
日
現
在
ま
で
１
１
９

８
駅
が
登
録
さ
れ
、
好
評
を
得
て
い

る
。
理
由
の
一
つ
に
ド
ラ
イ
ブ
途
上

で
休
憩
す
る
道
路
利
用
者
と
農
林
水

産
物
等
地
場
産
品
の
販
売
な
ど
の
沿

道
地
域
と
の
交
流
・
連
携
が
あ
げ
ら

れ
る
。
人
口
減
少
の
中
で
、
産
学
官

が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
下
、
交
流

促
進
に
よ
り
大
き
な
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
「
点
か
ら
線
へ
」

の
展
開
と
し
て
日
本
風
景
街
道
な
ど

と
の
連
携
強
化
が
期
待
さ
れ
る
。

　
２
０
２
０
年
か
ら
25
年
ま
で
「
道

の
駅
」第
３
ス
テ
ー
ジ
と
位
置
付
け
、

「
地
方
創
生
・
観
光
を
加
速
す
る
拠

点
へ
」
進
化
す
る
取
り
組
み
を
推
進

す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
時
期
を

得
た
取
り
組
み
で
あ
る
。
我
が
国
は

元
よ
り
脆
弱
で
災
害
が
頻
発
す
る
国

土
で
、
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ

フ
地
震
な
ど
が
近
い
将
来
生
起
す
る

と
予
想
さ
れ
、
過
度
な
東
京
一
極
集

中
を
緩
和
し
地
方
の
特
色
あ
る
自
立

的
発
展
を
促
進
す
る
た
め
、
リ
ス
ク

分
散
型
・
共
生
型
国
土
形
成
を
図
る

こ
と
が
肝
要
だ
。
故
に
「
国
土
強
靭

化
」
と
連
携
し
「
地
方
創
生
」
を
加

速
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　「
地
方
創
生
」
の
担
い
手
と
し
て

「
定
住
人
口
」
と
「
交
流
人
口
」
に

加
え
、地
方
・
地
域
と
の
関
係
を
「
交

流
人
口
」
か
ら
更
に
深
め
る
「
関
係

人
口
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
地
方

創
生
の
「
定
住
」「
関
係
」「
交
流
」

各
人
口
を
増
や
す
に
は
、
交
流
・
連

携
を
促
進
す
る
情
報
・
交
通
網
の
拡

充
・
強
化
が
必
要
だ
。
併
せ
て
地
域

と
地
域
が
連
携
す
る
「
地
域
連
携
」

の
進
化
が
欠
か
せ
な
い
。
地
域
同
士

が
互
い
の
長
所
を
生
か
し
短
所
を
補

う
「
相
互
補
完
」
に
よ
り
「
１
＋
１

>

２
」
と
な
る
よ
う
な
相
乗
効
果
を

挙
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　「
国
と
地
方
」、「
官
と
民
」、「
東

京
と
地
方
」
が
、こ
の
「
相
互
補
完
」

に
よ
り
「
相
互
互
恵
」
と
な
る
価
値

観
を
共
有
し
、
連
携
を
進
化
し
、「
地

方
創
生
」
そ
し
て
「
日
本
創
生
」
を

加
速
し
、「
失
わ
れ
た
30
年
」
と
い

う
今
日
の
停
滞
・
閉
塞
状
況
を
打
破

す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
。

「
地
方
創
生
」
加
速
へ

　道
の
駅
と
地
域
連
携
の
進
化
を

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
越
川
さ
ん

（
左
）
と
五
月
女
駅
長

かみゆうべつ温泉チューリップの湯
松原斗志子統括マネ－ジャー

　道内で数少ない天然温泉を併設して

北海道湧別町中湧別中町 3020-1
道道緑蔭中湧別停車場線　TEL.01586-4-1126

いる道の駅です。オホーツク海からサロマ湖をつ
なぐ紋別市、網走市の中間に位置します。漫画美
術館、鉄道資料館が必見。チューリップが町花で
5月からは広さ7㌶もある近くのチューリップ公
園で120万本190品種が咲き誇ります。

大社ご縁広場
佐伯浩司店長

　パワースポットとして人気が高く、

島根県出雲市大社町修理免 735-5
県道斐川出雲大社線　TEL.0853-53-5150

縁結びの神様として有名な出雲大社にいちばん近
い道の駅。展示館「吉兆館」で古来の歴史・文化
を学べます。郷土料理の出雲そば、地元のお土産
や地酒も取り揃えております。無料の足湯を利用
でき、大型バスＯＫの無料駐車場もあります。

白川郷
下目稔駅長

　世界文化遺産白川郷荻町合掌集落に近

岐阜県白川村飯島 411
国道 156 号　TEL.05769-6-1310

く、合掌造りイメージの施設。合掌造りの構造や屋
根の葺き替え方法などを見学できるミュージアムを
併設しています。食堂では白川郷育ち結旨豚（ゆ
いうまぶた）の「豚汁定食」、「ちゃ～しゅ～めん」、
白川郷学園生徒考案の「白川郷いなり」が人気です。
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◆お便り募集

★
複
合
災
害
に
強
い
道
の
駅

　
道
の
駅
は
今
後
、
観
光
・
防
災

と
ま
す
ま
す
重
要
な
施
設
と
な
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。
防
災
セ
ミ

ナ
ー
や
教
育
研
究
を
こ
れ
か
も
継

続
し
、
複
合
災
害
に
強
い
地
元
の

観
光
資
源
に
な
る
道
の
駅
を
作
っ

て
く
だ
さ
い
。（
北
海
道
浦
河
町
　

主
婦
・
46
歳
）

★
復
興
道
路
の
景
色

　
震
災
後
、
被
害
が
大
き
か
っ
た

気
仙
沼
市
や
南
三
陸
町
で
仕
事
を

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
特
に
道

路
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
震
災
直

後
の
道
路
、
震
災
後
の
仮
道
路
、

現
在
の
新
設
さ
れ
た
道
路
と
、
多

く
の
人
は
震
災
前
の
景
色
が
わ
か

ら
な
い
と
言
う
が
、
復
興
過
程
の

景
色
も
わ
か
ら
な
く
な
る
程
の
変

化
な
の
だ
と
思
う
。（
宮
城
県
登

米
市
　
会
社
員
男
性
・
35
歳
）

★
道
の
駅
か
ら
の
発
信

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
余
。

当
時
被
災
し
た
私
は
道
の
駅
で
交

通
情
報
を
発
信
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
た
の
が
、
と
て
も
役
に
立
っ
た

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
災

害
時
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
期

待
し
ま
す
。（
福
島
県
二
本
松
市
　

会
社
員
男
性
・
38
歳
）

★
か
ま
ど
ベ
ン
チ
設
置
を

　
命
を
つ
な
ぐ
た
め
に
水
と
ト
イ

レ
が
最
低
限
あ
れ
ば
一
時
し
の
ぎ

は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
１
～
２

カ
所
「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」
を
設
置

す
れ
ば
万
が
一
の
時
に
炊
き
出
し

も
可
能
と
思
い
ま
す
。（
東
京
都

墨
田
区
　
会
社
役
員
女
性
・
56
歳
）

★
日
課
は
道
の
駅
へ
の
散
歩

　
主
人
と
の
散
歩
で
２
日
に
１

度
、
道
の
駅
に
立
ち
寄
る
の
が
日

課
で
す
。
休
憩
中
、
積
み
上
げ
ら

れ
た
新
聞
に
ふ
と
目
に
と
ま
っ
た

の
が
ル
ー
ト
プ
レ
ス
で
、
と
て
も

新
鮮
で
コ
ロ
ナ
禍
で
ホ
ッ
と
し
た

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。（
徳
島

県
藍
住
町
　
農
業
女
性
・
65
歳
）

★
安
心
・
安
全
な
旅
へ

　
退
職
後
、
主
人
と
車
で
九
州
・

四
国
へ
旅
に
出
か
け
ま
し
た
。
道

の
駅
で
は
同
じ
気
持
ち
の
仲
間
と

出
会
い
、
水
や
ト
イ
レ
の
心
配
も

な
く
快
適
な
旅
と
な
り
ま
し
た
。

夜
間
は
地
元
警
察
の
方
が
パ
ト

ロ
ー
ル
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
も
心

に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

安
心
安
全
な
道
の
駅
で
あ
る
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
期
待
さ

れ
ま
す
。（
札
幌
市
　
女
性
・
79
歳
）

★
イ
ザ
ベ
ラ
バ
ー
ド
に
思
う

　
イ
ザ
ベ
ラ
バ
ー
ド
の
記
事
に
興

味
を
持
ち
、
図
書
館
で
関
連
書
籍

を
借
り
て
読
書
し
ま
し
た
。
彼
女

の
旅
本
に
影
響
さ
れ
、
毎
日
８
０

０
０
歩
以
上
散
歩
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。（
秋
田
県
大
仙
市
　

会
社
員
男
性
・
44
歳
）

★
大
災
害
の
記
憶

　
２
０
２
０
年
、
熊
本
県
人
吉
地

方
を
襲
っ
た
大
雨
よ
る
大
災
害
、

７
月
に
な
る
と
よ
く
思
い
出
し
ま

す
。
大
災
害
を
目
の
前
に
し
て
い

る
の
で
、
今
回
の
テ
ー
マ
「
防
災

道
の
駅
」
の
趣
旨
が
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。（
熊
本
県
八
代
市
　
無

職
女
性
・
74
歳
）

★
防
災
士
の
視
点
か
ら

　
地
元
で
防
災
士
を
し
て
い
る
た

め
「
防
災
道
の
駅
」
特
集
記
事
に

興
味
を
ひ
か
れ
ま
し
た
。
道
の
駅

シ
ス
テ
ム
を
考
え
ら
れ
た
こ
と
に

対
し
、
素
晴
ら
し
い
制
度
を
作
っ

て
も
ら
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。（
岐
阜
県
川
辺
町
　
無
職
男

性
・
77
歳
）

★
連
携
強
化
で
地
域
活
性
化

　「
宮
崎
で
日
本
風
景
街
道
大
学

が
開
講
」
の
記
事
に
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。
私
達
若
者
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
推
進
し
て
３
者
連
携
で

作
る
新
た
な
運
動
推
進
が
必
要
だ

と
思
い
ま
し
た
。（
千
葉
県
市
原

市
　
学
生
女
性
・
20
歳
）

★
知
識
が
広
が
り
ま
す

　
今
回
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え

「
ダ
イ
サ
ン
ス
テ
ー
ジ
（
第
３
ス

テ
ー
ジ
）」の
意
味
を
知
ら
な
か
っ

た
の
で
、
新
聞
を
読
み
な
が
ら
調

べ
ま
し
た
。
道
の
駅
が
好
き
な
の

で
新
聞
で
情
報
を
知
る
の
も
楽
し

く
思
い
ま
す
。（
長
野
県
上
田
市
　

公
務
員
男
性
・
28
歳
）

★
世
界
に
誇
る
「
道
の
駅
」

　
道
の
駅
は
世
界
中
に
あ
る
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
61
号

の
「
道
の
駅
へ
の
期
待
」
を
読
ん

で
、
道
の
駅
が
世
界
に
誇
る
地
域

活
性
化
の
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
を

知
り
、
中
南
米
や
ア
ジ
ア
へ
も
広

が
っ
て
い
く
と
良
い
な
と
思
い
ま

し
た
。（
富
山
県
滑
川
市
　
主
婦
・

45
歳
）

★
写
真
展
の
意
義

　
道
の
駅
で
写
真
展
を
催
す
こ
と

で
い
ろ
い
ろ
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。
地
域
の
人
達
に

防
災
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
だ

け
で
な
く
、
そ
の
地
域
の
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
る
機
会

を
持
つ
こ
と
に
も
な
り
、
有
益
だ

と
感
じ
ま
し
た
。（
広
島
県
呉
市
　

会
社
員
女
性
・
33
歳
）

★
維
持
す
る
難
し
さ

　
道
路
を
含
め
ハ
コ
モ
ノ
を
つ
く

る
と
、
そ
の
後
の
維
持
の
仕
方
を

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
人
口

減
、
自
然
減
の
中
に
次
か
ら
次
へ

と
で
き
る
「
道
の
駅
」
に
不
安
を

感
じ
る
。
ハ
コ
も
の
は
使
い
捨
て

出
来
な
い
の
に
。（
岩
手
県
花
巻

市
　
会
社
員
女
性
・
30
歳
）

★
共
栄
共
存
し
て
は
？

　
只
見
線
に
乗
車
し
た
。
本
紙
を

手
に
し
た
の
も
そ
の
道
中
、
会
津

川
口
か
ら
会
津
田
島
に
バ
ス
で
抜

け
る
際
、
道
の
駅
「
か
ら
む
し
織

の
里
し
ょ
う
わ
」
で
乗
り
継
い
だ

た
め
だ
。
沿
線
は
ロ
ー
カ
ル
な
山

間
部
で
観
光
客
も
少
な
い
。
ロ
ー

カ
ル
線
の
駅
と
「
道
の
駅
」
を
併

設
し
共
存
す
る
時
代
が
到
来
し

て
い
る
と
感
じ
た
。（
相
模
原
市
　

会
社
員
男
性
・
36
歳
）

★
防
災
道
の
駅
と
給
油
所

　
災
害
時
、
普
段
で
あ
れ
ば
小
学

校
等
へ
の
避
難
と
な
り
ま
す
が
、

万
一
旅
行
時
に
災
害
が
起
き
た
時

「
道
の
駅
」
が
拠
点
と
な
る
こ
と

は
安
心
で
き
ま
す
。
道
の
駅
と
給

油
が
一
緒
の
所
に
あ
れ
ば
、
よ
り

便
利
だ
と
思
い
ま
す
。（
大
阪
府

豊
中
市
　
公
務
員
男
性
・
50
歳
）

★
防
災
道
の
駅
に
必
要
な
支
援

　
道
の
駅
が
「
防
災
道
の
駅
」
に

選
定
さ
れ
、
大
い
に
安
全
の
と
り

で
と
し
て
期
待
し
た
い
。
さ
ら
に

数
を
増
や
す
べ
く
国
の
支
援
と
整

備
事
業
を
進
め
て
ほ
し
い
。
水
、

緊
急
時
の
熱
源
と
食
物
、衛
生
品
、

医
薬
品
、
通
信
整
備
に
よ
っ
て
数

日
間
は
安
心
・
安
全
に
過
ご
し
た

い
も
の
で
す
。（
神
戸
市
　
主
婦
・

69
歳
）

伊
勢
の
海
の
　
沖
の
白
波
　
花
に
も
が
　
包
み
て
妹
が
　
家
つ
と

に
せ
む
（
三
〇
六
番
）

　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

細タ

ク

ヒ

レ

領
巾
の
　
鷺サ

ギ

坂
山
の
白シ

ロ

躑ツ
ツ
ジ躅

　
わ

れ
に
匂
は
ね
　
妹
に
示
さ
む
（
一
六

九
四
番
）

　�

　
鷺
坂
山
に
咲
い
て
い
る
白
躑
躅

よ
。
自
分
が
着
て
い
る
着
物
を
、

白
色
に
染
め
て
ほ
し
い
。
そ
の
白

衣
の
姿
を
家
居
の
妻
に
示
そ
う
と

　
旅
先
の
夫
が
家
居
の
妻
へ
の
想
い

　�

　
伊
勢
の
海
に
、
沖
か
ら
打
ち
寄
せ
て
来
て
、
海
岸
の
岩
に
砕

思
う
。

　
作
者
不
詳
。
語
句
説
明
。

　
細
領
巾
は
、
女
性
が
首
を
飾
る
細
長
い
布
。
枕
詞
で
、
掛
け
る
・

白
浜
・
サ
ギ
に
か
か
る
。
ま
た
、
呪
具
と
し
て
、
魂
を
呼
ぶ
た
め

に
「
振
る
布
」
で
も
あ
っ
た
。

　
匂
ふ
は
、
上
代
で
は
、
色
が
美
し
く
染
ま
る
・
照
り
映
え
る
こ

と
を
表
わ
す
視
覚
語
で
も
あ
っ
た
。

　
ね
は
、
他
に
対
し
て
誂
え
望
む
終
助
詞
。

　
旅
人
が
山
を
越
え
よ
う
と
す
る
行
く
先
に
、
今
を
盛
り
と
咲
い

て
い
る
真
っ
白
な
ツ
ツ
ジ
の
花
が
見
え
る
。「
純
白
へ
憧
れ
」
か

ら
着
物
を
白
衣
に
し
て
ほ
し
い
と
願
う
。
あ
れ
こ
れ
と
旅
先
の
夫

を
心
配
す
る
妻
を
慰
め
安
心
し
て
留
守
を
頼
む
の
で
あ
る
。

　
清
廉
潔
白
無
垢
の
姿
を
見
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う

ナ
ァ
。�

（
万
葉
研
究
家
）

け
散
る
白
波
が
、「
美
し
い
花
」
で
あ
っ
た
ら
物
に
包
ん
で
家

居
の
妻
へ
の
つ
と
（
土
産
）
に
し
た
い
の
だ
が
ナ
ァ
！

　
元
正
女
帝
が
、
養
老
２
（
７
１
８
）
年
２
月
か
ら
３
月
ま
で
美

濃
へ
行
幸
し
た
時
、
旅
の
途
中
通
っ
た
伊
勢
海
岸
で
、
安ア

キ
ノ
ミ
コ

貴
王
が

作
っ
た
歌
。

　
作
者
が
日
頃
住
ん
で
い
る
都
・
奈
良
は
山
国
で
海
は
な
い
。
海

の
風
景
は
初
め
て
見
る
の
で
、
と
て
も
新
鮮
で
感
動
し
、
海
と
は

無
縁
の
妻
に
「
白
波
の
花
」
を
土
産
に
し
た
い
、
と
思
い
及
ぶ
。

　
作
者
の
心
に
描
く
場
面
は
―
―
土
産
の
包
み
を
妻
が
開
く
と

「
白
波
の
花
」
が
ド
ッ
と
溢
れ
出
る
。
同
時
に
潮
の
香
り
と
波
の

音
が
広
が
る
―
―
妻
は
驚
き
、
喜
び
、
感
激
す
る
。
夫
婦
共
感
の

瞬
間
だ
。

　
旅
先
で
の
体
験
を
妻
と
共
有
し
た
い
と
願
望
す
る
夫
の
心
は
、

温
か
く
や
さ
し
い
！
感
動
も
の
で
す
。
　
　
　

赤い羽根共同募金運動が全国一斉に展開さ
れています。子ども、高齢者、障がい者な
ど社会支援を必要とする方々に加え、コロ
ナ下で顕在化した社会的孤立や経済的困窮
など新たな福祉課題への対応も求められま
す。共同募金会はコンビニの端末やクレジットカー
ド、アプリなどキャッシュレスによる募金方法もご
案内しています。「つながりを絶やさない」運動と
して、コロナ下でも「たすけあい」の気持ちを大切
に、誰もが暮らしやすい「地域共生社会」実現に向
けた活動を進めていますので、共同募金への変わら
ぬご支援をお願いします。
・�QR コードを利用した募金：東京都共同募金会…

auPAY（au以外の方でも「auPAYアプリ」
ダウンロード後、ご利用できます）

・�各種キャッシュレスによる募金方法：
中央共同募金会

募金に関するお問い合わせは、東京都共
同募金会 ( 新宿区大久保 3-10-1-201　℡
03-5292-3182)
東京都共同募金会ホームページ

赤い羽根共同募金にご協力を

����東京の赤い羽根 検索

　道の駅や道路などに関する様々
なご意見、お考えをお寄せくださ
い。ハガキの宛先は、〒 102-0074
東京都千代田区九段南 3-5-10PIM
九段ビル 2F NPO 法人「人と道研
究会」。電子メールは、dokusya@
route-press21st.jp 宛 て。 写 真、
カットの投稿も歓迎。採用分には
記念品をお送りします。

ふるさとセンター大塔
赤木晶子駅長

　旧大塔地域と都市との交流拠点とし

和歌山県田辺市鮎川 997-1
国道 311 号　TEL.0739-49-0143

て情報発信や地元産品販売に取り組んでいます。
対岸の熊野古道中辺路ル－トを楽しむ方々もよ
く訪れます。おすすめは「昔ながらのすっぱい
梅干し」「天日干乾燥シイタケ」「手もみ焙煎の
番茶」など手作りの産品や鮎・アマゴや山菜など。

みまき
堀雅明駅長

　浅間連山を一望できる日帰り温泉「御

長野県東御市布下 35-4　
県道 40 号　TEL.0268-67-3467

牧乃湯」が併設されており、直売コーナーでは地
元野菜をはじめブランドの八重原米や白土ばれい
しょ、時季にはシャインマスカットやスイートコー
ンが人気です。Caféみまき苑も隣接しお食事もで
きます。車中泊の皆様に人気があります。

南ふらの
中川広樹係長

　カヌーで有名な南富良野町にちなみ、

北海道南富良野町幾寅 687
国道 38 号　TEL.0167-52-2100

カヌーの先端をイメージした独特な外観が特徴。
特産品のバタじゃが、スイートコーン、町にあ
る工場で作られたオリジナルポテトチップスが
お土産に人気です。ロビーの大型水槽では幻の
魚と呼ばれるイトウを飼育展示しています。
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　「
道
の
駅
」
で
行
な
わ
れ
る
「
健
康
増
進
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
活
動
へ
の
支
援
と
し
て
、
２
０
２
０
年
7
月

か
ら
当
会
賛
助
会
員
の
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

と
始
め
た
「『
道
の
駅
』
健
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

今
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
国
土
交
通
省
が
推
進
す
る「
道
の
駅
第
３
ス
テ
ー
ジ
」

の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
各
種
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

道
の
駅
で
の
活
動
を
民
間
企
業
と
連
携
し
て
、
地
域
活

性
化
に
役
立
つ
仕
組
み
の
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

道
の
駅
が
地
域
の
皆
さ
ま
と
一
体
で
取
り
組
む
、
健
康

増
進
の
た
め
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
の
進
展
や
生
活
習
慣
病
の
増
加
等
に
伴
い
、

健
康
づ
く
り
の
重
要
性
が
増
し
、「
地
域
住
民
の
生
活

拠
点
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
道
の
駅
で
持
続
的
な

地
域
活
性
化
を
進
め
る
も
の
で
す
。　
支
援
に
あ
た
り
、

各
駅
が
企
画
し
た
計
画
に
つ
い
て
適
正
で
公
平
な
運
営

を
目
的
に
、
外
部
有
識
者
に
よ
る
「
道
の
駅
『
健
康
増

進
』
推
進
委
員
会
」
で
審
査
、
決
定
し
て
い
ま
す
。
10

～
12
月
の
イ
ベ
ン
ト
を
対
象
に
８
月
に
募
集
を
始
め
た

第
７
期
は
２
１
８
駅
を
支
援
。
全
国
に
１
１
９
８
あ
る

道
の
駅
の
う
ち
、
６
８
８
駅
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
実
施
し
た
道
の
駅
か
ら
は
「
健
康
に
対
す
る
意
識
が

高
ま
り
道
の
駅
の
野
菜
も
Ｐ
Ｒ
で
き
た
」「
イ
ベ
ン
ト

の
効
果
で
賑
わ
い
が
感
じ
ら
れ
た
」「
自
治
体
か
ら
地

域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
感
謝
の
声
を
も
ら
っ

た
」
と
大
変
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
当
会
は
道
の
駅
が

「
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
活

躍
す
る
舞
台
と
な
る
地

域
セ
ン
タ
ー
」
化
を
推

進
し
、
地
域
活
性
化
拠

点
の
役
割
を
果
た
す
よ

う
、
引
き
続
き
民
間
企

業
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

�

全
国
道
の
駅
連
絡
会

希
望
商
品
名
の
ほ
か
、
①
氏
名
②
郵
便
番
号
・
住

所
③
電
話
番
号
④
性
別
⑤
職
業
⑥
年
齢
⑦
趣
味
⑧

新
聞
の
入
手
場
所
⑨
関
心
を
持
っ
た
記
事
⑩
感
想
・

意
見
を
1
枚
の
は
が
き
に
記
入
し
、
〒
１
０
２
―
０

０
７
４
東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
３
ー
５
ー
10
Ｐ

Ｉ
Ｍ
九
段
ビ
ル
２
Ｆ

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会
へ
。

令
和
５
年
３
月
31
日
（
金
）
必
着
。
発
送
を
発
表

に
か
え
、
個
人
情
報
は
応
募
作
業
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ

か
ら
の
ご
案
内
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

問題作成　寺崎美保子（てらこヘリテージ株式
会社代表取締役社長）http://zeropage.jp

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
人
と
道
パ
ズ
ル

★ヨコの鍵 ★
タ
テ
の
鍵

１
　
空
の
玄
関

２
　
ウ
ォ
ー
タ
ー
メ
ロ
ン

３
　
お
な
ら
が
強
烈
な
動
物
と
い
え
ば

４
　
俳
優
が
テ
レ
ビ
越
し
に
魅
せ
ま
す

５
　
〇
〇
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
を
忘
れ
る

８
　�

赤
頭
巾
ち
ゃ
ん
、
気
を
つ
け
て
！

９
　
嘘
つ
き
の
代
名
詞

11
　
困
っ
て
い
る
人
に
手
を
さ
し
の
べ
る

14
　
駅
の
〇
〇
〇
〇
で
、
お
菓
子
を
買
う

20
　
会
議
の
と
き
に
記
録
係
が
つ
け
ま
す

22
　
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
く
も
の

24
　
土
俵
が
舞
台

26
　
敵
の
〇
〇
〇
に
攻
め
込
む

27
　

⇔
南

１　12 月 24 日は〇〇〇〇〇イブ
４　天九牌に似たゲーム。倒れるイメージも
６　写真を撮るときに必要
７　サイレントな状態につけるサウンド
10　寒すぎて、手の感覚が〇〇する
12　食べた後にすぐ寝ると、なるらしい
13　親知らずは〇〇〇の悩み
15　2022 年の干支
16　学校のココでは走らず静かに歩く
17　�〇〇〇線は愛知県の豊橋駅と長野

県の辰野駅を結ぶ列車です
18　琵琶湖のある県といえば
19　お箸を持つ手は…
21　ものを使わない、手のみ
23　mm →〇〇メートル
25　�会社で採用や解雇などを担当する

人に与えらえるものといえば
28　注意のシグナル
29　少年よ〇〇〇を抱け
30　エアコンを別の呼び方で

　
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
人
の
心
と
健
康
に
ど
れ
だ
け
良
い
効
果
を
も
た
ら

す
か
を
本
書
は
精
緻
に
解
き
明
か
す
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
老
い
・
病
・

ト
ラ
ウ
マ
・
孤
独
を
癒
す
庭
」。
そ
れ
ら
は
現
代
人
が
突
き
付
け
ら
れ

て
い
る
問
題
で
も
あ
る
。
ス
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ス
ミ
ス
は
英
国
の

著
名
な
心
理
療
法
士
。 

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
文
学
の
学
位
を
取
得
、

そ
の
後
医
師
に
。
夫
は
有
名
な
ガ
ー
デ
ン
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ト
ム
・
ス

チ
ュ
ア
ー
ト
・
ス
ミ
ス
。２
人
は 

30
年
以
上
か
け
ハ
ー
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー

の
田
舎
に
住
居
と
庭
を
作
っ
た
。
そ
の
経
験
と
考
察
、
研
究
か
ら
本
書

は
生
ま
れ
た
。

　
帯
に
新
聞
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
紙
「
今
年
何
を
読
む
べ
き
か
に
選
出
さ
れ
た
注
目
の

一
冊
」（
２
０
２
０
年
）
／
サ
ン
デ
ー
タ
イ
ム
ズ
紙
「
類
を
見
な
い
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
の
本
。
資
料
あ
り
園
芸
あ
り
文
学
歴
史
あ
り
。
各
章
で
参
考

文
献
や
素
晴
ら
し
い
着
想
を
示
し
、
魂
に
栄
養
を
注
い
で
く
れ
る
」
／

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
誌
「
庭
を
耕
し
植
物
を
育
て
る
特
別
な
喜
び
に
関
す
る

人
生
を
肯
定
す
る
研
究
だ
。
自
然
と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
精
神
に
与
え
る

影
響
を
心
か
ら
溢
れ
出
る
詞
で
主
張
す
る
」
／
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
誌
「
園

芸
が
持
つ
癒
や
し
の
効
果
を
賢
明
で
洞
察
力
溢
れ
る
著
者
が
雄
弁
に
魂

を
込
め
て
論
じ
る
。
今
日
の
不
安
な
時
代
に
求
め
ら
れ
る
良
書
」。
ど

の
コ
メ
ン
ト
も
最
大
級
の
賛
辞
だ
。

　
ス
ー
女
史
は
30
代
半
ば
の
国
民
医
療
サ
ー
ビ
ス
で
働
く
若
手
医
師

だ
っ
た
。「
仕
事
は
屋
内
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
が
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
は
私
を
屋
外
に
引
っ
張
り
出
し
た
」。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

を
通
し
て
問
題
意
識
は
深
ま
っ
た
。「
庭
づ
く
り
は
私
た
ち
に
ど
う
影

響
す
る
の
か
。
一
度
失
っ
て
し
ま
っ
た
居
場
所
を
み
つ
け
る
、
あ
る
い

は
再
び
見
出
そ
う
と
す
る
時
、
庭
づ
く
り
は
ど
う
役
に
立
つ
の
か
。
憂

鬱
や
不
安
、
そ
の
他
の
精
神
的
不
調
の
度
合
い
が
大
き
く
な
る
中
で
生

活
様
式
は
都
市
化
し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
21

世
紀
の
今
、
心
と
庭
が
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
方
で
関
係
し
て
い
る
と
知
る

こ
と
は
今
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
い
る
」（
第
一
章
「
始
ま
り
」）

　
12
章
だ
て
の
構
成
で
、
各
章
と
も
豊
富
な
事
例
が
示
さ
れ
て
興
味
深

い
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
い
う
語
は
、
ガ
ー
ド
（
囲
う
）
と
い
う
語
と
、

エ
デ
ン
（
楽
園
）
と
い
う
語
の
組
み
合
わ
せ
と
言
わ
れ
る
。
囲
わ
れ
た

自
分
の
エ
デ
ン
の
園
を
作
る
こ
と
、
そ
れ
が
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
本
来
の

意
義
だ
ろ
う
。「
庭
を
耕
す
こ
と
は
人
生
に
対
す
る
姿
勢
に
な
り
う
る
。

…
…
今
や
こ
れ
以
上
に
、
人
間
は
地
球
の
生
き
物
だ
と
、
何
よ
り
も
ま

ず
思
い
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
な
の
だ
」（
最
終
章
の
結
語
）

　
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
志
す
人
、
園
芸
療
法
に
関
心
の
あ
る
人
た
ち
に
是

非
一
読
し
て
ほ
し
い
。 

（
花
信
風
子
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
へ
の
応
募

61 号の正解は
「ダイサンステージ」

庭仕事の真髄

スー・スチュアート・スミス
和田佐規子訳
（築地書館）

3520 円

●応募方法　タテ、ヨコの鍵により数字の枠を埋め、英字枠の語を
ＡＢＣ順にならべたのが「正解」です。正解者 15 人（多数のとき
は抽選）に記念品をお送りします。応募は 1 枚のはがきに正解のほ
か、①氏名②郵便番号・住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味
⑧新聞の入手場所⑨関心を持った記事⑩感想・意見を記入してくだ
さい。送り先は〒 102-0074 東京都千代田区九段南 3-5-10PIM 九段
ビル 2F　ＮＰＯ人と道研究会。令和５年３月 31 日（金）必着。発
送を発表にかえ、個人情報は応募作業およびＮＰＯからのご案内以
外の目的には使用しません。

３
年
目
迎
え
た
健
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

提供：ルートプレス
� http://www.route-press21st.jp

★
「
災
害
列
島
・
日
本
」
写
真
集
を

10
人
に
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
。
49
人

の
写
真
家
が
伝
え
る
「
地
球
異
変
」

の
記
録
。
３
・
11
写
真
記
録
委
員
会

編
、
扶
桑
社
。

提供：道の駅「くりもと」
�https://www.benikomachi.jp

★
紅
小
町
の
さ
つ
ま
い
も
プ
チ
ド
ー

ナ
ツ
を
20
人
に
。

　
千
葉
県
香
取
市
の
道
の
駅
「
く
り

も
と
」は
さ
つ
ま
い
も
紅
小
町
の
郷
。

生
地
に
紅
小
町
を
練
り
込
ん
だ
や
さ

し
い
甘

さ
の
ミ

ニ
ド
ー

ナ
ツ
。

提供：角川書店
� https://www.kadokawa.co.jp

★
「
揺
れ
る
大
地
を
賢
く
生
き
る
」

（
角
川
新
書
）
を
10
人
に
。

　
本
紙
９
面
に
も
登
場
し
た
火
山
研

究
の
権
威
、
鎌
田
浩
毅
京
都
大
名
誉

教
授
の
最
終
講
義
の
退
官
記
念
出

版
。「
こ

の
国
に
安

全
地
帯
は

な
い
」
と

生
き
方
を

説
く
。

道の駅の利用者にも好評
( 道の駅「しもつま」で )

さんさん南三陸
佐藤仁駅長

　震災復興事業の集大成。産直機能

宮城県南三陸町志津川五日町 200-1
国道 398 号　TEL.0226-46-1385

を担う「南三陸さんさん商店街」、防災・減災
を伝承する「南三陸３１１メモリアル」、観光
案内所を併設した「南三陸ポータルセンター」、
高速バスや BRT 志津川駅の発着場となる「交
通ターミナル」が複合整備されています。

多古
渡邊浩一店長代理

　栗山川を渡る国道多古大橋のたもとに

千葉県多古町多古 1069-1
国道 296 号　TEL.0479-79-3456

あり、四季折々の花々に彩られる栗山川遊歩道と田
園風景をお楽しみいただけます。江戸幕府献上の歴
史を誇るブランド米の多古米、粘りが自慢の大和芋
や新鮮野菜を販売しています。レストランでは多古
米・大和芋などを使用した料理が好評です。

ふたみ
中川知香駅長

　「日本の夕陽百選」に選ばれ、恋人

愛媛県伊予市双海町高岸甲 2326
国道 387 号　TEL.089-986-0522

の聖地に認定された夕日観覧席は、デートやド
ライブの人気スポット。柑橘の種類が豊富な産
直市と、地元の食材を使ったオーシャンビュー
のグルメレストランが賑わいます。有名観光地

「下灘駅」も近くにあり見所満載 !!
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西条のん太の酒蔵
中谷梓企画広報担当

　直売所には地元中心の農水産物をはじ

広島県東広島市西条町寺家 10020-43
国道 2号西条バイパス　TEL.082-493-8131

めおいしい・楽しい商品がずらりと並びます。中
でも市内 10 酒蔵による杜氏自慢の大吟醸など日
本酒ラインナップの勢揃いが目を引きます。また、
施設内には子ども達が天候に左右されず遊ぶこと
ができる「こどもひろば」もあります。

ひろさき
水木哲人主任

　弘前のりんごをはじめ、地元で採れ

青森県弘前市石川泉田 62-1
国道 7号　TEL.0172-92-3366

た旬の野菜や山菜がそろいます。また、種類が
豊富なジェラート、加工施設で作られたサクサ
ク食感の〝りんごパイ〟、とろりと口に広がる 3
種類のトマトをミックスした〝トマとろジュー
ス〟は大人気で、青森県のお土産品も豊富です。

うれしの まるく
松尾良孝駅長

　令和 4 年 9 月、西九州新幹線開業に合

佐賀県嬉野市嬉野町下宿甲 4370-2
国道 34 号　TEL.0954-27-8709

わせ嬉野温泉駅に隣接オープンしたゲートウェイ
型道の駅。観光案内、地元特産品うれしの茶や焼
菓子の販売、肥前吉田焼の展示などを行っていま
す。日本三大美肌の湯といわれる嬉野温泉 100％
源泉かけ流しの足湯、手湯もご利用いただけます。

発行所：特定非営利活動法人 人と道研究会
　　　　東京都千代田区九段南 3-5-10　PIM 九段ビル
　　　　Web　http  //www.route-press21st.jp


